
一

　

本
稿
は
、
幕
末
の
田
原
藩
士
村
上
範
致
〔
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）―
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）〕1
が
記
し
た
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記 

三
」

（
田
原
市
博
物
館
所
蔵
）
全
七
十
九
丁

2
の
内
、
一
丁
か
ら
二
十
八
丁
オ
モ
テ
の
翻
刻
で
あ
る
。
紙
面
の
関
係
上
、
全
丁
の
内
、
三
分
の
一
に

相
当
す
る
部
分
を
掲
載
す
る
。
安
政
丙
辰
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
あ
た
る
。

　

ま
ず
、
安
政
三
年
に
お
け
る
範
致
の
情
況
を
見
て
み
た
い
。
二
月
に
側
用
人
仮
役
を
命
じ
ら
れ
、
禄
高
は
五
俵
加
増
、
十
俵
足
高
、
計
四

十
五
俵
と
な
る
。
の
ち
江
戸
出
府
を
命
じ
ら
れ
、
十
一
月
に
は
田
原
へ
帰
藩
、
十
二
月
に
は
大
目
付
仮
役
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。3　

田
原
藩

は
、
七
月
に
「
蝦
夷
地
開
拓
願
書
」
を
箱
館
奉
行
竹
内
下
野
守
へ
差
し
出
し
て
い
る
。4　

江
戸
に
あ
っ
て
、
和
親
条
約
締
結
後
、
米
英
仏
露

等
外
国
勢
力
の
脅
威
に
混
乱
す
る
社
会
を
目
の
当
た
り
に
し
、
情
報
が
入
手
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
手
伝
い
、
範
致
の
郷
土
防
衛
意
識
が

拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

記
事
と
し
て
は
、「
安
政
乙
卯
聞
見
雑
録
二
」
同
様
、
海
外
事
情
の
写
し
が
多
々
見
ら
れ
る
。 

　
『
遐
邇
貫
珍
』
に
は
、
世
界
各
地
で
労
働
力
と
し
て
使
わ
れ
る
中
国
人
の
こ
と
、
上
海
・
厦
門
・
福
州
の
様
子
、
外
国
人
の
生
活
、
海
外
で

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

佐
久
間
　
永
　
子
　
　
鵜
　
飼
　
尚
　
代
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二

の
出
来
事
等
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。『
遐
邇
貫
珍
』
は
香
港
で
出
版
さ
れ
た
定
期
刊
行
物

5
で
あ
り
、
幕
末
の
開
明
派
の
人
々
か
ら

極
め
て
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
重
要
な
情
報
源

6
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、『
海
国
図
誌
』
も
欧
米
列
強
の
東
洋
経
略
に
危
機
感
を
抱
く
知
識
人
に
広
く
読
ま
れ
た

7
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
鬼
神
論
」
は
「
鬼
神
」
と
は
何
か
に
始
ま
り
、
論
は
仏
教
批
判
へ
と
展
開
す
る
。
著
者
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
安
井
息
軒

8
で
あ

る
。

　
「
口
宮
遺
聞
」は
、
下
総
上
津
村
の
村
正
宗
吾
の
生
き
ざ
ま
、
佐
倉
侯
堀
田
正
信
の
対
応
と
後
悔
か
ら
宗
吾
を
口
宮
大
明
神
と
称
し
て
祀
っ

た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
の
ち
、
宗
吾
は
義
民
佐
倉
惣
五
郎

9
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。10

　

蝦
夷
地
関
連
の
記
事
は
、
松
前
侯
の
記
事
も
含
め
、
三
件
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
蝦
夷
地
の
開
発
に
つ
な
が
る
と
見
ら
れ
る
。

　
「
伊
豆
七
島
」
の
記
事
は
、
各
島
の
位
置
、
大
き
さ
、
人
口
、
耕
地
面
積
、
特
産
品
、
山
川
、
神
社
、
仏
閣
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

長
崎
か
ら
帰
藩
し
た
坂
倉
銀
之
助

11
の
咄
し
に
よ
っ
て
、
長
崎
の
様
子
、
長
崎
で
聞
き
得
た
英
露
の
戦
争
（
ク
リ
ミ
ア
戦
争
）、
清
国
の
様

子
が
記
さ
れ
、
触
書
に
よ
っ
て
、
伊
達
遠
江
守
お
よ
び
松
平
出
羽
守
製
造
の
異
国
形
船
の
様
子
を
書
き
と
め
て
い
る
。

　

以
上
、
異
国
事
情
、
軍
備
、
蝦
夷
地
開
拓
な
ど
、
情
報
収
集
に
余
念
の
な
い
範
致
の
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
に
掲
載
す
る
翻
刻
は
、「
村
上
範
致
古
記
録
研
究
会
」
に
お
け
る
輪
読
作
業

12
の
成
果
で
あ
る
。
な
お
、
内
容
を
整
理
す
る
意
味
で
、

内
容
ご
と
に
通
し
番
号
（
各
冊
子
ご
と
の
通
し
番
号
）
を
付
し
、
内
容
紹
介
に
あ
た
る
標
題
も
そ
れ
ぞ
れ
に
付
し
た
。
標
題
は
ま
と
め
て
翻

刻
の
前
に
置
く
。
こ
の
標
題
は
、
さ
き
の
「
目
次
項
目
案
」13
を
再
考
し
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
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三

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」
標
題
一
覧
（
二
十
八
丁
オ
モ
テ
ま
で
）

　

①
『
遐
邇
貫
珍
』
抜
粋
（
近
日
雑
報
）

　

②
安
井
忠
平
「
鬼
神
論
」

　

③
安
井
忠
平
「
鬼
神
論　

下
」

　

④
読
海
国
図
志

　

⑤
蝦
夷
地
開
墾
之
事

　

⑥
昨
冬
松
前
侯
の
領
地
安
堵
石
高
増
加

　

⑦
昨
卯
年
、
長
崎
市
中
の
変
化
の
様
子

　

⑧
下
田
港
に
暗
礁
を
示
す
印
建
つ

　

⑨
三
州
鳳
来
寺
の
山
中
に
狒
狒
出
没

　

⑩
太
田
魯
三
郎
の
地
震
発
生
の
し
く
み
説

　

⑪
伊
豆
七
島

　
　

1
大
島
に
つ
い
て

　
　

2
利
島
に
つ
い
て

　
　

3
新
島
に
つ
い
て

　
　

4
神
津
島
に
つ
い
て

　
　

5
三
宅
島
に
つ
い
て

　
　

6
御
倉
島
に
つ
い
て

382



四

　
　

7
八
丈
島
に
つ
い
て

　
　

8
小
島
に
つ
い
て

　
　

9
青
島
に
つ
い
て

　

⑫
浦
御
触
書
の
写
（
伊
達
遠
江
守
製
造
異
国
形
の
伝
馬
船
に
関
し
て
） 

　

⑬
浦
御
触
書
の
写
（
松
平
出
羽
守
製
造
異
国
形
の
船
に
関
し
て
）

　

⑭
英
・
魯
の
戦
争
で
英
敗
れ
和
睦
成
ら
ず

　

⑮
賊
将
朱
子
和
睦

　

⑯
昨
年
長
崎
港
来
航
の
南
亜
墨
利
加
船
提
出
の
願
書
騒
動

　

⑰
長
崎
に
諸
薬
製
薬
場
出
来

　

⑱
口
宮
遺
聞

　

⑲
田
原
藩
医
伊
藤
譲
謹
上
言
於
箱
館
鎮
台
執
事

 　
　
【
凡　
　

例
】

一
、
資
料
に
は
丁
数
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
各
頁
下
方
の
丁
数
は
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
、
丁
の
第
一
行
目
の
下
に
置
い
た
。

一
、
字
配
り
等
、
原
本
の
体
裁
を
尊
重
す
る
よ
う
つ
と
め
た
。

　
　

�

た
だ
し
、
内
容
ご
と
に
一
行
間
隔
を
あ
け
、
通
し
番
号
を
付
し
た
。
通
し
番
号
は
標
題
に
対
応
す
る
。

　
　

変
則
的
に
置
か
れ
た
文
字
等
は
適
宜
読
み
や
す
い
形
に
し
た
。

一
、
文
字
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

　
　

⑴
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
異
体
字
は
本
字
に
し
た
。
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五

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　

�

た
だ
し
、「
ヿ
」
は
「
コ
ト
」、「
𪜈
」
は
「
ト
モ
」、「
乄
」
は
「
シ
テ
」、「
幷
」
は
「
并
」
と
し
、「
斗
」
は
「
熨
斗
」「
ば
か
り
」
の

み
に
使
用
し
た
。

　
　

⑵
固
有
名
詞
（
地
名
・
人
名
等
）
も
、
常
用
漢
字
を
用
い
た
。�

た
だ
し
「
嶽
」
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

　
　

⑶
変
体
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
ひ
ら
が
な
に
し
た
。

　
　
　

��

た
だ
し
、
助
詞
の
「
者
（
は
）」「
江
（
え
）」「
ヱ
」「
へ
」「
而
（
て
）」「
ニ
」
お
よ
び
「
并
」「
而
已
」
は
、
そ
の
ま
ま
用
い
、
ポ
イ

ン
ト
を
さ
げ
右
寄
せ
に
し
た
。

　
　

⑷�

繰
り
返
し
記
号
は
、
漢
字
は
「
々
」、
ひ
ら
が
な
は
「
ゝ
」「
ゞ
」、
か
た
か
な
は
「
ヽ
」「
ヾ
」
に
し
た
。
二
文
字
以
上
の
場
合
は
、

「
〳
〵
」
に
し
た
。 

　
　

⑸�

「
大
夫
」
と
「
太
夫
」
は
、
武
士
の
場
合
は
「
大
夫
」
と
し
た
。

一
、�

漢
文
の
読
点
、
返
り
点
、
熟
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
縦
棒
は
原
文
の
と
お
り
表
記
し
た
。
読
点
、
返
り
点
、
縦
棒
の
朱
書
き
の
部
分
は

太
字
と
し
た
。

一
、�

あ
き
ら
か
に
誤
字
、
脱
字
と
お
も
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
改
め
る
こ
と
を
控
え
、
右
側
に（
衍

カ

）、（
脱

カ

）、
推
定
で
き
な
い
場
合
は

（
マ
マ
）、
推
定
で
き
る
場
合
は
（
○

カ

）
と
記
し
た
。

一
、
原
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
傍
点
、
傍
線
は
原
則
原
本
の
と
お
り
表
記
し
た
。
朱
線
は
、
太
線
で
記
し
た
。

一
、
虫
損
、
破
損
、
な
ど
で
判
読
不
能
の
場
合
は
、
一
文
字
な
ら
□
、
文
字
数
が
不
明
な
ら

で
示
し
た
。

一
、
朱
書
き
は
、〔　

〕
で
囲
み
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し
た
。

一
、
修
正
を
意
図
し
た
塗
抹
の
部
分
は
、
原
則
と
し
て
翻
刻
に
加
え
ず
、
修
正
に
し
た
が
っ
て
翻
刻
し
た
。

一
、
地
図
は
、
原
本
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
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六

①　

○
遐
邇
貫
珍
抜
萃　
　
　
一
千
八
百
五
十
三
年
十
二
月
朔
旦　

第
伍
号

香
港
中
環
英
英
華
書
院
印
送

�

1
丁

　
　
　
　

近
日
雑
報

　
　

十
一
月
十
四
日
、
有
二
花ア

メ
リ
カ

旗
国
船
二
隻
一
、
由
二
金

カ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ

山
一
抵
レ
港
載
回
二
中
土
人

　
　

五
百
六
十
一
名
一
、
有
下
携
二
帯
資
財
一
返
レ
里
者
、
暫
反
二
郷
井
一
度
レ
歳
仍

　
　

図
三
前
往
二
金
山
一
者
上
、
另
有
二
別
国
船
一
、
由
レ
彼
抵
レ
港
、
載
有
二
中
土
多
人
一
、
従
二

　
　

息-

力
葛-

刺-

巴
亜-

士-

低-

里-

亜
三
地
一
回
者
亦
不
レ
少
、
其
由
二
息-

力
葛-

　
　

刺-

巴
一
者
、
係
自
二
昔
年
一
以
来
貿
遷
生
聚
於
斯
実
繁
有
徒
而

　
　

前
赴
二
加-

爾-

各-

得
孟-

買
両
地
一
者
亦
有
レ
之
、
惟
金-

山
及
亜-
士-
低

　
　

里-

亜
、
均
為
二
産
レ
金
之
地
一
、
離
二
郷
井
一
而
越
レ
境
至
レ
彼
者
、
乃
出
二
於
近

　
　

年
一
、
但
事
雖
レ
起
二
於
近
年
一
而
人
数
至
二
盈
万
累
億
之
多
一
、
越
レ
境
之

「安政丙辰聞見雑記 三」
の表紙（上）と本文（下）
田原市博物館所蔵

379



七

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　

人
将
来
日
見
二
其
増
一
、
因
各
処
皆
需
二
営
建
工
作
一
而
人
力
尚
欠
、
種

　
　

田
砌
路
築
室
造
舟
其
費
不
レ
貲
、
皆
已
其
備
、
但
乏
二
人
力
操
作
一
而

　
　

已
現
徐
二
各
国
馳
駛
往
来
之
道
一
、
皆
臻
二
便
捷
一
、
傭
工
者
恒
如
二
貨
物
一

　
　

流
転
択
レ
利
是
趨
、
自
レ
茲
不
レ
遠
、
余
思
中
土
人
多
有
下
遷
赴
二
花-

旗-

　
　

国
南
境
及
西-
印-
度
海
島
一
種
中
植
棉
花
甘
庶
加
非
等
物
上
、
況
現
値

　
　

南
北
亜-

美-

理-
駕
地
其
居
レ
中
咽
喉
如
二
茎
処
一
、
名
二
巴-

拿-

馬
一
、
需
下
鋳
二

　
　

造
火
輪
車
路
一
及
開
二
挑
運
河
一
以
通
接
二
太-

平-

洋
太-

西-

洋
両
海
一
免
上
レ
似
二
従

　
　

前
往
返
紓
廻
一
、
故
興
二
此
大
工
一
需
レ
人
尤
多
、
亜-

士-

低-

里-

亜
地
因
三
近
時

　
　

探
二
出
金
礦
一
、
衆
民
多
詣
探
レ
金
致
二
各
牧
場
内
工
作
稀
少
一
、
新-

西-

　
　

蘭
之
地
倶
然
、
想
能
坐
致
三
中
土
人
趨
而
補
二
助
之
一
也
、
畢
竟
寰

　
　

瀛
四
境
、
無
中
土
人
似
此
兆
億
儕
流
越
レ
境
与
二
別
邦
人
士
一
往

　
　

来
接
洽
不
得
不
於
中
土
情
形
風
気
稍
有
二
変
化
一
自
愛

（
マ
マ
）而

至
二�

2
丁

　
　

於
美
一
者
可
レ
無
二
他
虞
一
耳
、
越
レ
境
之
挙
不
二
独
中
土
人
為
一レ
然
、
西
土

　
　

各
古
国
人
工
繁
集
、
工
価
賤
減
、
人
数
逾
溢
、
毎
年
皆
有
同
此

　
　

長
川
外
出
以
競
趨
維
新
之
国
地
未
開
闢
人
工
稀
疎
工
価
昂
貴

　
　

者
以
為
二
謀
レ
生
之
区
一
、
設
以
二
英
国
一
土
一
論
レ
之
、
往
年
毎
月
出
レ
境
人

　
　

数
核
計
竟
与
二
一
大
城
邑
之
数
一
同
、
辛
亥
年
内
計
有
二
三
十
三
万
五
千

　
　

九
百
六
十
六
人
一
、
壬
子
年
内
計
有
二
三
十
六
万
八
千
七
百
六
十
四
人
一
、
若
按

　
　
レ
月
計
レ
之
即
三
万
〇
七
百
三
十
人
也
、
其
年
中
出
レ
境
至
二
花-

旗-

国
一
者
、
二
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八

　
　

十
四
万
四
千
二
百
六
十
一
人
、
至
二
花-

旗-

国
北
境
之
加-

拿-

打
一
者
、
三
万
二
千
八

　
　

百
七
十
五
人
、
至
二
亜-

士-

低-

里-

亜
一
者
、
八
万
七
千
八
百
八
十
一
人
、
其
至
二
各-

零-

　
　

星-
別
地
一
者
、
三
千
七
百
四
十
九
人
而
已
、
惟
西
邦
人
出
行
者
与
二
中
土

　
　

人
登
一レ
程
逈
不
二
相
同
一
、
西
邦
人
俱
挈
レ
眷
而
行
、
中
土
人
多
孑
身
遺
家
言
邁

　
　

於
理
既
属
不
宜
於
事
更
形
不
便
、
推
二
原
其
故
一
、
因
三
中
国
婦
女
例
不
二レ
能
任
レ
便

　
　

外
出
随
レ
意
聘
游
一
、
在
二
別
国
一
則
不
レ
然
、
即
閨
人
処
子
雖
二
薦
紳
豪

　
　

富
之
家
一
、
皆
得
二
遊
行
自
如
一
、
亦
従
無
レ
虞
二
相
欺
外
侮
之
事
一
、
苟
出
レ
境
経
営

　
　

之
人
、
有
二
眷
属
一
者
儘
可
二
偕
同
前
往
一
、
因
舟
舶
各
有
二
艙
室
一
位
置
区

　
　

別
、
恒
如
二
常
居
一
、
若
有
少
妻
幼
子
輒
棄
置
他
適
僅
託
諸
不
開

（
マ
マ
）痛

癢

　
　

之
人
為
之
照
払
聴
其
欣
戚
歓
愁
一
何
居
之
忽
乎
、
縦
使
年
中
或
有

　
　

寄
資
而
天
涯
路
渺
尺
書
沈
浮
能
否
安
函
抵
家
固
難
懸
揣

　
　

或
遇
旅
身
抱
レ
恙
歇
レ
工
乏
資
則
寄
須

（
マ
マ
）更

無
従
措
弁
、
凡
此
皆
能
致
二

　
　

妻
孥
困
苦
眷
口
饑
寒
一
、
茲
以
二
吾
済

（
マ
マ
）意

見
一
按
レ
之
、
有
二
家
室
一
者
斯
携

　
　
レ
之
偕
行
為
レ
宜
、
如
レ
此
即
或
不
幸
旅
人
病
殞
二
他
郷
一
、
眷
属
尚
有

　
　

所
依
藉
設
法
終
期
自
立
猶
於
地
置
在
二
郷
井
一
挙
目
無
レ
援
孤
悽
莫�

3
丁

　
　
レ
告
也
、
其
富
貴
鉅
族
者
、
預
為
貽
二
留
厚
資
一
、
以
安
二
頓
家
属
一
、
似
二
尚
無

　
　
一レ
礙
、
然
亦
不
宜

家
別
室
久
閲
二
歳
時
一
、
置
二
之
度
外
一
、
且
骨
肉
分
処

　
　

睽
離
積
久
、
必
有
二 

意
外
之
参
商
一
、
英
人
遠
適
者
、
倘
倉
卒
無
レ
資
、

　
　

携
レ
眷
則
先
投
身
是
他
徐
図
二
傭
値
蓄
積
一
、
俟
レ
有
二
余
饒
一
、
即
寄
項
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九

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　

接
眷
、
去
歳
英
人
出
レ
境
至
二
花-

旗-

国
一
、
凡
寄
レ
資
接
レ
眷
者
、
登
二
諸
郵
藉
一 

　
　

有
数
可
按
共
計
六
百
七
十
六
万
九
千
余
円
、
在
二
西-

印-

度
海
島
一
、
現
懸
二

　
　

招
帖
一
、
広
集
二
僱
工
一
、
其
業
主
、
皆
楽
二
人
之
携
レ
眷
同
往
一
、
如
レ
有
下
眷
口
同
赴
二

　
　

於
彼
一
者
上
、
則
眷
属
之
船
費
、
悉
取
二
給
於
其
主
一
、
蓋
抵
レ
彼
時
凡
操
レ
業

　
　

皆
可
二
両
人
同
レ
力
合
作
一
、
即
携
至
孩
稚
転
瞬
長
成
、
亦
可
二
勷
レ
力
任
一レ
労
、
是

　
　

家
室
安
康
而
工
作
日
旺
、
即
主
人
之
事
業
、
亦
可
レ
期
二
其
蒸
蒸
日
上

　
　

而
増
一レ
高
豈
不
レ
美
歟
、

　
　

英-

国
花-

旗-

国
両
土
人
、
游
行
遠
適
者
、
指
不
レ
勝
レ
屈
、
恒
有
二
旅
居
寓
館
一
、
使
三
游

　
　

人
客
子
有
二
賓
至
如
レ
帰
之
楽
一
、
近
年
建
二
造
旅
寓
数
処
一
皆
極
二
宏
広
一
、

　
　

茲
逑
二
其
尤
著
者
一
、
在
二
花-

旗-
国
一
鈕ニ

ウ-
北セ-

西シ
ル-

郡レ

城
海
瀕
寓
館
一
所
、
実
為
二
炎

　
　

夏
遊
人
憩
息
之
区
一
、
厰
レ
室
以
招
レ
涼
、
澄
レ
波
以
暢
レ
浴
、
其
館
楼
畳
二
建
四
層
一

　
　

其
四
角
後
有
二
二
層
一
傑
出
、
其
巓
前
簷
、
寛
三
十
丈
、
旁
廡
廊
、
長
五

　
　

十
丈
、
内
院
階
墀
レ
地
為
レ
園
亭
位
置
名
花
異
卉
紅
翠
繽
紛
中

　
　

搆
二
活
機
一
水
景
噴
瀑
激
湍
、
永
日
神
怡
、
臥
房
三
千
五
百
間
、
外
復

　
　

有
二
客
次
庁
堂
一
宴
飲
茶
話
、
各
有
二
其
区
一
、
尤
極
荘
観
麗
、
毎
客
毎

　
　

日
計
費
銀
二
元
半
、
為
二
寓
値
及
餐
膳
之
需
一
、
若
二
酒
醴
一
若
レ
浣
二
濯
衣

　
　

裳
一
、
若
二
童
僕
使
命
一
、
費
皆
在
レ
外
、
臥
房
内
各
設
二
一
沿

（
マ
マ
）池

壁
上
一
、

　
　

安
二
置
機
一
、
抜
レ
塞
放
レ
泉
、
温
冷
各
随
二
其
意
一
、
夜
爇
灯
不
レ
仮
レ
焚
レ
膏
、
悉�

4
丁

　
　

置
レ
管
収
二
取
煤
烟
氛
氳
之
気
一
、
長
筒
貫
接
需
将
即
燃
、
光
明
如
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一
〇

　
　
レ
昼
、
其
気
管
水
管
、
皆
範
鉛
為
レ
筒
、
流
貫
四
達
、
共
長
三
百
七
十
五

　
　

里
、
主
人
所
レ
収
寓
資
其
数
実
鉅
、
蓋
寓
館
内
居
人
恒
満
、
按
二
臥
房

　
　

之
数
一
計
レ
之
毎
日
可
レ
収
二
八
千
七
百
五
十
円
一
、
各
雑
費
不
レ
在
二
此
内
一
、
此
殆

　
　

可
レ
為
二
天
下
至
広
之
旅
寓
一
也
已
、

　
　

九
月
初
二
日
、
土-

耳-

其
国 

在
新
疆
葉

爾
羌
之
西 

投
二
軍
書
一
与
二
俄-

羅-

斯-

国
一
約
レ
期
交
戦
、
茲

　
　

括
絵
小
図
附
二
於
後
一
、
閲
者
可
二
以
覧
レ
之
了
然
一
、
土-

国
与
地
、
西
境
半
居
二
於
欧

　
　

羅
巴
一
、
東
境
半
居
二
於
亜-

細-

亜
一
、
有
二
黒
海
木-

刺-

海
一
、
実
処
二
両
国
之
中
一
、
西
境

　
　

居
二
欧-

羅-

巴
地
一
者
与
二
俄
羅
斯
国
境
一
、
土
壌
交
錯
、
実
為
二
比
隣
一
、
有
二
多-

悩

　
　

河
一
、
截
然
横
亘
以
分
二
疆
域
一
、
而
土
国
都
城
名
二
君-

士-

但-

丁
一
、
建
二
立
於
斯
一
、

　
　

近
者
起
レ
釁
之
由
則
因
土
国
崇
二
奉
回
々
教
一
而
俄-

羅-

斯
主
崇
二
奉
天

　
　

主
教
一
、
土
国
境
内
民
庶
、
間
有
下
奉
二
天
主
教
一
者
上
常
希
求
俄
国
主
即
有
宜

　
　

何
加
置
待
各
教
中
人
之
処
致
函
弁
論
惟
其
有
所
欲
云
何
土
国

　
　

主
未
レ
能
二
概
允
一
、
於
レ
是
俄
主
竟
調
二
遣
大
軍
一
命
レ
将
統
レ
之
、
遥
越
二
多-

悩

　
　

河
界
一
、
駐
二
札
於
土
国
西
境
内
一
、
以
示
レ
威
、
抑
強
命
使
従
而
英-

吉-

利
仏-

蘭

　
　

-

西
俄-

斯-

的-

里-

亜
等
国
、
為
之
調
停
勧
導
俾
レ
免
二
兵
端
一
、
拘
向
土
国
告

　
　

以
若
何
弁
理
可
冀
、
俄
主
允
レ
議
息
レ
争
、
而
土
主
亦
弗
レ
克
二
相
従
一
、
亦
遂

　
　

大
興
二
軍
旅
一
、
意
欲
下
馳
二
逐
俄
軍
一
出
上
レ
境
、
第
土
国
力
微
勢
緩
、
似
二
較
小

　
　

弱
一
俄
国
気
焰
雄
、
武
、
士
馬
精
強
、
倘
終
無
英
仏
諸
国
協
力
勷
助
土

　
　

国
必
為
所
克
、
現
英
仏
二
国
已
派
二
調
師
船
二
大
帮
一

毎
帮
数

十
舟
　

掟
泊
土
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一
一

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　

境
内
相
機
追
止
惟
刻
下
尚
未
悉
統
師
者
其
意
如
何
容
涘

（
マ
マ
）

後

　
　

報
方
淂
的
耗
也

�

5
丁

　
　

月
内
有
二
上-

海
来
信
一
云
、
該
処
城
地
尚
未
レ
収
、
復
本
月
初
七
日
、
有
各
路
官
兵

　
　

進
攻
、
先
期
二
呉
道
台
一
、
曽
有
二
照
会
一
、
駐
上
海
各
国
領
事
官
内
称
擬
於

　
　

某
日
攻
城
交
仗
恐
斯
時
良
歹
不
分
紛
々
殺
戮
諸
将
各
国
官
商
署

　
　

行
所
用
之
司
事
中
土
人
等
姓
名
貫
歴
録
造
冊
籍
移
交
備
査
俾

　
　

是
日
交
仗
俘
獲
人
衆
内
有
確
係
署
行
人
役
等
供
出
姓
名
与
冊
相
符

　
　

即
行
二
釈
放
一
云
々
、
英
領
事
官
未
允
照
行
及
過
期
始
有
交
兵
亦
殊
未
分

　
　

勝
負
、
惟
東
門
一
帯
民
房
舗
戸
遭
二
焚
燬
者
一
、
二
千
余
間
、
損
二
耗
資
財

　
　

器
物
一
、
貨
項
数
以
二
鉅
万
一
計
、
且
使
二
億
庶
商
民
蕩
折

（
マ
マ
）流

離
喪
レ
家
失
一レ
業
、

《5丁オモテの地図》
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一
二

　
　

惨
罹
浩
劫
至
二
城
中
人
日
用
飲
食
一
、
固
未
二
嘗
欠
乏
一
、
蓋
城
外
篷
為
市
貨

　
　

売
交
城
中
人
即
群
二
立
女
墻
上
一
、
縋
レ
籃
貿
易
接
済
不
レ
匱
、

　
　

仏-
蘭-
西
公
使
、
九
月
三
十
日
由
二
上
海
一
乗
二
火
輪
船
一
遡
レ
江
抵
二
江-

寧
一
、
前
篇
曽

　
　

叙
北
路
兵
信
已
抵
藁
城
茲
上
海
有
閲
十
月
十
五
六
邸
抄
内
雖
有
勝�

6
丁

　
　

保
屢
次
馳
報
迭
得
勝
仗
多
有
剿
獲
等
奏
而
敵
人
依
然
漸
次
北
行
、

　
　

竟
抵
二
楊
柳
青
都
流
等
処
一
、
且
近
有
二
山
東
海
船
一
抵
二
上
海
一
、
其
来
信
則
云
、

　
　

十
月
廿
七
日
、
天-
津-
府
已
遭
二
失
陥
一
、
守
レ
土
文
武
已
多
逃
逸
勢
如
二
互
解
一
矣
、　

　
　

厦-

門
現
現
安
堵
、
本
月
十
五
日
、
中
国
官
吏
已
復
設
二
税
廠
一
開
レ
征
、
各
国

　
　

商
船
課
税
、

　
　

福
州
地
方
安
靖
、
茶
葉
貿
易
盛
旺
異
常
、
各
国
商
船
多
至
レ
彼
交
易
、

　
　

易
且
有
有
二
預
定
一
来
歳
之
茶
者
、
近
得
二
一
信
一
、
福
州
城
内
地
方
官
出
示

　
　

准
身
家
殷
実
人
設
二
立
公
茶
行
一
所
一
、
承
光

（
マ
マ
）総

二
茶
商
一
、

　
　

寧-

波-

府
前
滋
事
匪
徒
近
復
蠢
動
、
城
内
居
民
紛
紛
遷
徙
、
官
憲
崇

（
マ
マ
）厳

　
　

禁
並
捕
二
匪
十
九
人
一
、
正
レ
法
、
地
方
頼
以
安
康
、

　
　

英
十
月
初
十
日
、
花
旗
国
博-

斯-

頓-

城
、
有
二
新
製
至
鉅
商
船
一
、
是
日
竣
レ
工
落

　
　
レ
水
、
其
船
長
二
十
二
丈
、
闊
五
丈
二
尺
、
深
三
丈
、
内
艙
上
中
下
、
分
四
層
、
可
レ
任
二
載

　
　

十
万
余
担
一
擬
駛
抵
金
山
曁
来
本
港
攬
載
十
日
間
、
有
二
英
商
船
一

　
　

隻
一
由
二
厦
門
一
駛
赴
二
福
州
一
於
二
二
十
三
日
一
在
二
洋
面
一
、
被
盗
匪
劫
掠
旋
経
火
輪

　
　

師
船
聞
レ
報
馳
赴
、
剿
二
捕-

殲
三
燬
四
十
余
船
一
、
而
師
船
尚
有
三
板
小
艇
一

（
衍

カ
）

（
衍

カ
）

（
衍

カ
）
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一
三

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　

隻
水
手
五
名
失
落
無
踪
現
在
水
師
軍
門
懸
賞
購
訪
有
知
該
水

　
　

手
等
下
落
能
報
信
或
妥
送
就
近
英
衛
門
者
獲
二
回
水
手
一
名
一
賞
二

　
　

銀
一
百
円
一
、

　
　

前
第
四
号
篇
内
、
曽
叙
本
港
地
保
各
条
例
茲
擬
増
改
数
語
前
云

　
　

勷
弁
人
以
二
十
四
名
為
額
茲
改
定
為
十
二
名
、
前
云
会
議
時
同
座
者

　
　

以
二
五
人
一
為
レ
率
、
今
改
定
為
三
人
、
又
増
二
一
条
一
曰
、
同
坐
会
議
之
際
、
倘
有
下

　
　

事
出
二
於
可
否
両
岐
一
者
上
、
弁
人
或
左
袒
或
右
袒
、
各
署
二
名
於
紙
一
随
視
二
署�

7
丁

　
　

名
多
寡
之
数
一
、
以
較
二
定
所
一レ
議
、
凡
地
保
署
名
抵
作
勷
弁
人
二
名
核
計

　
　

前
第
一
号
篇
内
、
会
叙
俄-

羅-
斯-
国
師
船
、
夏
間
由
レ
港
前
赴
二
日
本
国
等
処
一
、

　
　

茲
已
於
二
上
月
一
、
返
抵
二
上
海
一
、
拠
云
日
本
現
遭
二
大
喪
一
其
国
主
殂
逝
、

　
　

北-

亜-

美-

理-

駕-

地
、
北
氷
海
一
帯
歴
来
英
国
派
レ
船
至
レ
彼
探
二
覓
新
地
一
、
途
径

　
　

七
年
前
会
遣
レ
衆
駛
レ
船
北
行
、
久
無
二
音
耗
一
、
三
四
年
間
復
再
派
二
数
船
一

　
　

由
二
東
西
両
洋
一
遡
レ
流
北
上
、
探
二
訪
前
船
消
息
一
、
去
後
数
歳
信
亦
査

（
マ
マ
）然

　
　

近
接
二
郵
信
一
云
、
已
得
東
西
両
洋
船
回
耗
具
言
両
路
船
隻
已
得
相
遇

　
　

会
晤
於
北
氷
海
、
竟
得
二
其
海
道
一
、
七
年
前
之
船
終
無
レ
耗
、　

　
　

前
第
四
号
篇
内
、
曽
叙
金-

山
地
方
有
二
花
旗
国
善
士
一
欲
レ
創
二
建
一
大
改

（
マ
マ
）需

　
　

銀
一
万
八
千
員
一
、
聞
已
捐
二
得
万
員
一
、
今
中
土
人
亦
共
捐
二
銀
二
千
員
一
、

　
　

本
港
公
使
文
大
人
秋
間
奏
請
二
解
レ
任
回
一レ
国
、
現
已
得
二
旨
准
一
於
二
来
歳
三
月

　
　

間
一
另
簡
派
二
新
公
使
一
来
レ
港
接
レ
任
、
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一
四

　
　

港
内
下
環
灯
籠
洲
地
方
舗
氏

（
マ
マ
）聚

落
百
十
家
於
二
日
前
一
有
二
匪
数
十

　
　

人
一
、
於
二
夜
四
鼓
時
一
明
火
鎗
械
毀
門
将
一
烟
舗
捜
劫
一
空
且
鎗
傷

　
　

巡
役
及
街
隣
数
人
藐
法
兇
頑
、
実
為
二
十
年
未
レ
見
之
事
一
、

　
　

旧
歳
英
国
各
港
進
口
船
貨
有
籍
可
挍
茲
列
二
於
左
一

　
　
　

一　

本
国
進
口
船
貨
四
百
九
十
三
万
四
千
八
百
六
十
三
蠆

　
　
　

一　

別
国
進
口
船
貨
二
百
九
十
五
万
二
千
五
百
八
十
四
蠆

　
　
　

一　

本
国
出
口
船
貨
五
百
零
五
万
一
千
一
百
零
六
蠆

　
　
　

一　

別
国
出
口
船
貨
三
百
一
十
九
万
一
千
五
百
九
千

（
マ
マ
）六

蠆 

毎
蠆
計

十
七
担
零

②　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
神
論　
　
　
　
　
飫
肥
儒
臣
安
井
忠
平
也�

8
丁

　
　
　
　
　
　

有
下
轟
然
震
二
於
天
一
者
上
、
指
而
告
レ
人
曰
雷
也
、
人
従
而
信
レ
之
、

　
　
　
〔
有
下
〕  

〇
奮
然
躍
二
於
淵
一
者
上
、
指
而
告
レ
人
曰
竜
也
、
亦
従
而
信
レ
之
、
以
三

　
　
　
　
　
　

其
有
二
形
与
一レ
声
耳
、
是
故
、
風
之
蓬
然
而
行
也
、
号
二
於
万
物

　
　
　
　
　
　

之
竅
一
、
気
之
蒸
々
而
升
也
、
浮
二
於
朝
陽
之
隙
一
、
故
有
二
是
物
一

　
　
　
　
　
　

必
有
二
是
名
一
、
因
レ
名
以
求
レ
実
、
雖
下
変
如
二
雷
竜
一
微
如
中
風
気
上
、
我

　
　
　
　
　
　

得
而
察
レ
之
、
其
唯
鬼
神
乎
、
視
レ
之
而
不
レ
見
、
聴
レ
之
而
不
レ
聞
、

　
　
　
　
　
　

若
三
森
然
充
二
於
天
地
之
間
一
、
而
莫
三
能
得
二
其
状
一
、
則
古
者
、
何

　
　
　
　
　
　

以
設
二
是
名
一
也
、
今
夫
遠
夷
無
文
之
地
、
得
レ
疾
而
禱
、
遭
レ
災

　
　
　
　
　
　

而
禳
、
天
地
有
レ
祭
、
山
川
有
レ
祀
、
非
レ
有
二
於
吾
道
一
也
、
非
二
人
指
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一
五

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　
　
　

教
一レ
之
也
、
発
二
於
情
一
而
行
二
於
事
一
、
然
後
、
其
心
安
焉
、
横
目
之

　
　
　
　
　
　

民
不
レ
謀
而
同
、
是
之
謂
二
鬼
神
之
実
一
也
、
何
以
言
レ
之
、
途
之

　
　
　
　
　
　

人
相
遇
二
於
野
一
、
好
悪
動
二
於
彼
一
、
而
順
逆
之
気
、
応
二
於
此
一
、
心

　
　
　
　
　
　

之
無
レ
形
、
猶
二
神
之
無
一レ
状
、
目
不
レ
能
レ
見
、
耳
不
レ
能
レ
聞
、
而
彼
我

　
　
　
　
　
　

已
接
二
於
冥
々
之
中
一
、
非
三
唯
以
二
其
有
一レ
物
耶
、
鬼
神
之
於
レ
人
、

　
　
　
　
　
　

亦
猶
レ
此
焉
、
爾
、
然
則
、
聖
人
設
二
鬼
神
之
名
一
、
蓋
得
二
之
人
情
一

　
　
　
　
　
　

也
、
人
情
天
也
、
所
二
以
行
一レ
之
者
人
也
、
人
与
レ
天
合
而
道
生
、

　
　
　
　
　
　

故
、
道
也
者
、
所
下
以
達
二
人
情
一
而
坊

（
マ
マ
）中

其
溢
上
也
、
而
於
二
鬼
神
一
乎

　
〔
微
疑
徴
誤
〕　

最
慎
レ
之
、
夫
鬼
神
雖
レ
無
二
形
声
可
一レ
微
焉
、
有
レ
時
成
レ
状
、
故
聖

　
　
　
　
　
　

人
嘗
於
二
繋
辞
一
、
而
一-
言
レ
之
、
然
亦
有
レ
正
焉
、
有
レ
夭
焉
、
不
レ
足
二

　
　
　
　
　
　

以
為
一レ
訓
、
而
魂
気
之
所
レ
動
、
人
又
以
二
禍
福
災
祥
一
而
視
之
、

　
　
　
　
　
　

畏
而
敬
、
疑
与
レ
信
半
、
其
善
易
レ
導
、
其
惑
易
レ
成
、
謂
是
可
二

　
　
　
　
　
　

以
設
レ
教
而
適
一レ
善
矣
、
而
哀
情
所
レ
根
、
其
溢
有
二
不
レ
可�

9
丁

　
　
　
　
　
　
レ
不
レ
坊

（
マ
マ
）

者
一
焉
、
於
レ
是
為
二
之
主
一
、
凡
廟
壇
以
顕
二
其
位
一
、
薦
二

　
〔
性
疑
牲
誤
〕　

之
性
牷
黍
稷
一
、
以
明
二
其
享
一
、
拝
跪
以
事
レ
之
、
歌
吹
以

　
　
　
　
　
　

楽
レ
之
、
斉
明
盛
服
極
、
其
誠
敬
、
使
人レ
民
能
知
下
其
所
上
レ
当

　
　
　
　
　
　
レ
祀
以
達
地
其
情
天
、
而
以
二
左
道
一
惑
レ
民
者
、
殺
二
其
道
一
、
可
レ
謂

　
　
　
　
　
　

備
且
厳
矣
、
然
猶
恐
二
其
惑
一
也
、
故
詳
二
其
事
於
礼
一
而

　
　
　
　
　
　

略
二
其
理
於
辞
一
、
不
二
敢
質
言
一レ
之
、
不
得
已
而
論
レ
之
、
必
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一
六

　
　
　
　
　
　

曰
如

（
マ
マ
）二

以
状
之
如
一レ
云
者
、
不
レ
得
レ
接
二
其
形
与
レ
声
之
謂

　
　
　
　
　
　

也
、
夫
、
其
不
二
得
而
接
一
者
、
即
其
所
二
以
体
レ
物
而
不
一レ
可

　
　
　
　
　
　
レ
遺
也
、
聖
人
之
精
二
乎
情
一
如
レ
此
、
故
神
人
以
治
、
而
民

　
　
　
　
　
　

享
二
其
福
一
矣
、
及
レ
至
二
後
世
一
智
慮
浅
短
、
専
任
二
耳
目
一
、
不
三

　
　
　
　
　
　

復
求
二
乎
古
人
制
礼
之
意
一
、
徒
聞
二
鬼
神
之
名
一
、
而
不

　
　
　
　
　
　

見
二
其
形
一
固
已
疑
二
其
無
一
矣
、
然
猶
曰
是
聖
人
之
言

　
　
　
　
　
　

也
、
不
二
敢
顕
然
与
一レ
之
、
倍
必
欲
下
得
二
其
状
一
、
而
明
言
上
レ
之
、

　
　
　
　
　
　

而
精
気
成
レ
物
、
游
魂
為
レ
変
、
亦
不
レ
足
レ
伸
二
其
説
一
、
於
レ
是
、

　
　
　
　
　
　

強
求
二
之
理
一
、
見
三
二
気
所
二
以
往
来
一
、
乃
曰
是
鬼
神
也
、
見
二
其

　
　
　
　
　
　

栄
枯
盛
衰
於
物
一
、
乃
曰
是
其
跡
也
、
至
下
以
為
鬼
神
成
二

　
　
　
　
　
　

状
於
心
一
而
極
上
矣
、
而
我
理
不
レ
足
三
以
勝
二
彼
情
一
、
語
レ
之
益

　
　
　
　
　
　

詳
、
聴
レ
之
益
邈
、
其
民
渙
焉
、
日
離
、
草
鞋
有
レ
神
、
野
狐
有

　
〔
問
疑
間
誤
〕　
レ
霊
、
水
石
之
怪
、
莫
二
物
不
一レ
祀
、
傑
者
興
二
其
問
一
、
益
張
二
皇
其

　
　
　
　
　
　

説
一
、
以
羅
二
斯
民
一
、
而
王
侯
所
二
以
御
一レ
下
之
権
、
削
矣
、
故
昏

　
　
　
　
　
　

姻
之
礼
、
殺
、
而
世
多
淫
刑
、
享
献
饋
問
之
儀
、
失
、
而
賄

　
　
　
　
　
　

賂
公
行
、
聖
人
以
二
神
道
一
設
レ
教
之
意
、
微
、
而
仮
二
左
道
一
以�

10
丁

　
　
　
　
　
　

惑
レ
民
者
、
偏
二
於
天
下
一
、
皆
不
レ
知
三
道
原
二
於
情
一
之
過
也
、
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一
七

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

③　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
神
論
下

　
　
　
　
　
　

左
道
蠱
レ
民
之
害
、
唯
浮
屠
為
二
最
烈
一
矣
、

　
　
　
　
　
　

皇
朝
姑
置
焉
、
且
六
季
而
下
、
非
レ
無
二
英
明
之
君
一
、
往
々

　
　
　
　
　
　

為
レ
其
所
レ
愚
、
眩-

二
曜

（
マ
マ
）其

神
一
、
輪-

二
興
其
居
一
、
浚
二
民
之
膏
血
一
、

　
　
　
　
　
　

以
飽
二
其
徒
一
、
府
庫
乏
二
於
上
一
、
田
圃
荒
二
於
下
一
、
而
方
且
名

　
　
　
　
　
　
レ
之
為
二
功
徳
一
、
甚
者
、
至
下
以
亡
二
其
身
国
家
一
而
不
上
レ
悔
、
或
能

　
　
　
　
　
　

奮
然
撲-

二
滅
之
一
矣
、
而
余
燼
復
熾
、
甚
二
於
燎
原
一
、
至
レ
今
千

　
　
　
　
　
　

五
百
年
、
豪
傑
之
士
、
瞋
レ
目
搤
レ
腕
、
思
三
以
闢
二
其
説
一
、
而
竟

　
　
　
　
　
　

無
二
能
勝
一レ
之
、
此
其
故
何
也
、
安
井
衡
曰
、
浮
屠
之
説
、
巧

　
　
　
　
　
　

矣
、
君
子
服
二
於
理
一
、
小
人
怵
二
於
禍
福
一
、
々
々
動
二
於

　
　
　
　
　
　

情
一
者
也
、
理
悦
二
於
心
一
者
也
、
故
理
易
レ
闢
、
而
禍
福

　
　
　
　
　
　

難
レ
解
、
世
之
欲
レ
闢
レ
之
者
、
常
密
二
於
君
子
一
、
而
忽
二
於

　
　
　
　
　
　

小
人
一
、
其
言
難
レ
切
、
独
奈
下
与
二
民
心
一
不
中
相
入
上
何
、
而

　
　
　
　
　
　

或
者
、
又
取
二
彼
理
一
、
以
解
二
我
道
一
、
因
悪
下
其
言
与
二
我

　
　
　
　
　
　

書
一
相
類
上
、
而
痛
二
斥
之
一
、
此
其
説
既
不
レ
足
三
以
服
二
浮

　
　
　
　
　
　

屠
之
心
一
、
況
能
得
二
之
蚩
々
之
氓
一
哉
、
夫
浮
屠
之

　
　
　
　
　
　

言
、
顕
与
二
我
道
一
倍
、
無
三
一
有
二
近
似
者
一
、
唯
其
禍
福

　
　
　
　
　
　

死
生
之
説
、
乃
天
下
之
同
情
、
益
我
道
一
端
而

　
　
　
　
　
　

誕
妄
不
経
、
偶
与
二
蚩
氓
好
レ
怪
之
心
一
会
、
操
レ
之
有
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一
八

　
　
　
　
　
　
レ
術
、
導
レ
之
有
レ
法
、
而
賢
人
君
子
、
又
執
二
其
無
魂
之

　
　
　
　
　
　

論
一
以
駆
レ
之
、
凝
為
二
一
塊
一
、
牢
不
レ
可
レ
破
、
是
我
過
也
、
然�

11
丁

　
　
　
　
　
　

則
如
何
、
曰
、
以
レ
彼
闢
レ
彼
、
以
レ
情
如
レ
此
而
已
、
人
之
立

　
　
　
　
　
　

于
世
一
也
、
生
二
於
父
一
、
而
食
二
於
君
一
、
恩
莫
レ
大
焉
、
而
浮
屠

　
　
　
　
　
　

遺
二
之
二
者
一
、
以
為
二
真
実
報
恩
一
、
其
罪
固
不
レ
容
二
於
誅
一
、

　
　
　
　
　
　

然
此
猶
自
レ
我
言
レ
之
也
、
自
レ
我
言
レ
之
、
可
三
以
教
二
我
民
一
、

　
　
　
　
　
　

而
未
レ
足
三
以
服
二
其
徒
一
、
故
我
報
其
所
為
道
以
責
レ
之
、

　
　
　
　
　
　

彼
入
、
無
二
妻
妾
一
、
彼
之
内
也
、
出
、
無
二
騶
従
一
、
彼
之
外
也
、

　
　
　
　
　
　

不
二
敢
飲
レ
酒
食
一レ
肉
、
彼
之
口
也
、
拾
レ
衣
而
衣
、
乞
レ
飯
而

　
　
　
　
　
　

飯
、
彼
之
産
也
、
樹
下
石
上
、
三
宿
則
去
、
彼
之
居
也
、

　
　
　
　
　
　

果
能
二
此
道
一
矣
、
亦
山
林
、
独
善
者
之
所
レ
為
、
雖
下
顕
与
二

　
　
　
　
　
　

我
道
一
倍
上
、
我
亦
何
悪
、
然
是
数
者
、
人
情
所
二
甚
難
一
也
、

　
　
　
　
　
　

挙
以
律
二
於
彼
一
、
能
不
レ
犯
レ
之
者
、
其
与
幾
人
夫
、
倍
二

　
　
　
　
　
　

其
君
父
一
、
又
其
遺
レ
所
二
大
禁
一
、
以
独
便
二
其
身
一
、
是
我

　
　
　
　
　
　

所
レ
謂
国
賊
、
而
彼
謂
二
罪
人
一
也
、
然
後
、
徐
挙
二
我
法
一

　
　
　
　
　
　

加
二
諸
彼
身
一
、
以
及
二
其
盧
一
、
其
徒
雖
レ
衆
、
可
二
立
尽
一
矣
、

　
　
　
　
　
　

然
此
猶
策
之
委
也
、
善
治
二
国
家
一
者
、
先
治
二
其
源
一

　
　
　
　
　
　

々
者
、
何
也
、
情
是
已
夫
、
禍
福
死
生
之
際
、
人
情

　
　
　
　
　
　

所
二
最
怵
一
也
、
聖
人
嘗
備
陳
レ
之
矣
、
故
積
善
之
家
、
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一
九

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　
　
　

必
有
二
余
慶
一
、
積
不
善
之
家
、
必
有
二
余
殃
一
、
我
之
命

　
　
　
　
　
　

禍
福
者
也
、
彼
以
為
二
輪
廻
之
説
一
、
則
誕
而
妄
矣
、

　
　
　
　
　
　

神
不
レ
欽
二
非
類
一
、
民
不
レ
祀
二
非
族
一
、
祖
孫
一
気
、
有
レ
感

　
　
　
　
　
　

必
応
、
我
之
事
二
死
者
一
也
、
彼
以
為
二
抜
苦
之
術
一
、
則

　
〔
卑
恐
旱
誤
〕　

陋
而
誣
矣
、
卑
焉
而
雩
、
災
焉
而
祓
、
天
地
山
川�

12
丁

　
　
　
　
　
　

戸
霤
之
夥
、
无
レ
不
レ
有
レ
主
、
則
亦
無
レ
不
レ
有
レ
祭
、
我
之

　
　
　
　
　
　

奉
レ
神
者
也
、
彼
一
求
二
之
仏
一
、
推
而
求
二
之
心
一
、
則
傲

　
　
　
　
　
　

而
愎
矣
、
凡
彼
之
所-

以
レ
得
二
乎
民
一
、
我
皆
有
レ
之
、
而

　
　
　
　
　
　

高
卑
深
浅
、
又
且
如
レ
此
、
捨
而
不
レ
用
、
用
而
不
レ
誠
、

　
　
　
　
　
　

使
二
下
誕
妄
傲
愎
之
徒
一
敢
弄
中
御
レ
下
之
権
上
、
我
不
レ
知
二

　
　
　
　
　
　

其
何
説
一
也
、
且
浮
屠
雖
三
縦
如
二
鳥
獣
一
、
然
其
始
亦

　
　
　
　
　
　

我
民
也
、
入
有
二
父
兄
一
、
出
有
二
長
上
一
、
安
能
私
二
其
身
一

　
　
　
　
　
　

哉
、
二
法
既
施
、
又
敷
下
我
於
不
レ
能
レ
私
二
其
身
一
之
時
上
、
使

　
　
　
　
　
　
レ
知
二
君
父
不
レ
忍
レ
倍
、
而
浮
屠
不
一レ
足
レ
楽
、
而
厳
禁
不
レ
用
二

　
　
　
　
　
　

我
法
一
者
、
民
之
為
二
左
道
一
所
レ
蠱
者
、
蓋
鮮
、
鳴

（
マ
マ
）

呼
、
此
聖

　
　
　
　
　
　

人
所-

以
レ
貴
二
於
神
道
一
也
、

④　
　
　
　
　
　

読
海
国
図
志

　
　
　
　
　
　

元
気
磅
礴
、
蕩
二
於
無
垠
一
、
大
地
懸
二
於
中
一
、
旋
転
以
行
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二
〇

　
　
　
　
　
　

環
焉
、
而
国
者
、
無
慮
数
百
千
、
大
則
瀛
海
隔
レ
之
、
小

　
　
　
　
　
　

則
山
川
限
レ
之
、
而
寒
暑
異
レ
候
、
肥
瘠
殊
レ
宜
、
民
生
二
其

　
　
　
　
　
　

間
一
、
言
語
衣
食
、
習
尚
レ
之
、
区
以
別
、
邈
焉
如
二
異
物
一
此

　
　
　
　
　
　

天
之
所
以
レ
使
二
下
斯
民
一
各
遂
中
其
生
上
也
、
聖
人
仰
而
奉
レ

　
　
　
　
　
　

之
、
各
帝
二
一
方
一
、
以
育
二
其
民
一
、
凡
与
レ
我
異
レ
俗
者
、
棄
而

　
　
　
　
　
　

絶
レ
之
、
豈
其
仁
有
レ
所
レ
不
レ
足
哉
、
謂
我
仁
二
吾
民
一
、
彼
愛
二
其�

13
丁

　
　
　
　
　
　

民
一
、
普
天
之
下
、
莫
レ
不
レ
蒙
二
其
沢
一
、
必
欲
三
推
愛
二
於
殊
俗
一
、
我                    

　
　
　
　
　
　

仁
未
レ
暇
三
以
洽
二
於
彼
一
、
而
我
所
レ
愛
者
、
先
受
二
其
害
一
、
故
棄

　
　
　
　
　
　

而
不
レ
収
、
各
全
二
其
天
一
、
是
以
徧
地
之
民
、
皞
々
凞
々
、
生-

　
　
　
　
　
　

死
二
於
膏
沢
之
中
一
者
、
蓋
数
千
年
矣
、
世
運
漸
降
、
好
レ
名

　
　
　
　
　
　

貪
レ
利
之
徒
興
焉
、
於
レ
是
、
南
北
相
撃
、
東
西
相
幷
、
仇
怨

　
　
　
　
　
　

所
レ
結
、
窂

（
マ
マ
）不

レ
可
レ
解
、
民
之
死
二
於
鋒
鏑
一
、
動
輙
数
十
万
、
惨

　
　
　
　
　
　

痛
楚
毒
之
状
、
有
下
不
レ
可
二
勝
言
一
者
上
焉
、
然
其
禍
猶
止
二
隣

　
　
　
　
　
　

近
一
、
未
レ
有
下
踰
二
瀛
海
一
渡
二
絶
嶮
一
以
盗
二
人
国
一
者
上
、
其
有
レ
之
、
自
二

　
　
　
　
　
　

欧
羅
巴
諸
夷
一
始
矣
、
夫
欧
夷
之
於
レ
利
、
無
二
遠
不
一レ
至
、
堅
二

　
　
　
　
　
　

其
艦
一
、
巨
二
其
礟
一
、
以
周-

二
流
地
球
一
俗
愚
則
誘
而
取
レ
之
、
勢

　
　
　
　
　
　

弱
則
攻
而
奪
レ
之
、
智
不
レ
能
レ
誘
、
力
不
レ
能
レ
攻
、
則
詭
譎
百

　
　
　
　
　
　

端
、
以
通
二
互
市
一
、
攫
二
其
財
一
、
奴
二
其
人
一
必
盈
二
壑
谷
之
慾
一
而

　
　
　
　
　
　

止
、
而
其
尤
甚
者
、
欲
下
統
二
大
地
一
而
帝
上
レ
之
、
而
望
レ
人
奉
レ
天
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二
一

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　
　
　

仁
レ
民
之
道
、
荒
矣
、
此
亦
天
地
之
一
大
変
矣
哉
、
清
国

　
　
〔
微
疑
懲
〕  

魏
源
、
二
阿
片
之
乱
一
、
嘗
著
二
聖
武
紀
一
、
以
潮
二
富
強
之
源
一
、

　
　
　
　
　
　

又
訳
二
此
書
一
、
増
以
二
聞
見
所
一レ
及
、
而
四
方
之
国
、
粗
無
レ
遁

　
　
　
　
　
　
レ
形
、
其
於
二
内
治
外
攘
一
、
可
レ
謂
レ
尽
レ
心
矣
、
夫
聖
人
之
道
、
至

　
　
　
　
　
　

矣
、
物
莫
二
以
尚
一
焉
、
然
狡
焉
思
レ
闢
レ
国
者
、
極
二
其
智
巧
一
、
以

　
　
　
　
　
　

窺
レ
我
、
我
示
レ
不
レ
得
レ
不
下
悉
二
其
情
勢
一
以
備
上
レ
之
、
則
若
二
此
書
一

　
　
　
　
　
　

者
、
雖
二
聖
人
復
興
一
、
其
心
有
レ
所
レ
取
焉
、
鳴

（
マ
マ
）

呼
物
無
二
常
盛
一
、

　
　
　
　
　
　

富
強
之
勢
、
一
彼
一
此
、
而
各
欲
レ
求
二
其
所
一レ
利
而
有
之
、
天

　
　
　
　
　
　

下
之
乱
、
寧
有
レ
窮
已
乎
哉
、
誰
与
創
二
此
禍
一
者
視
天�

14
丁

　
　
　
　
　
　

夢
々
、
若
レ
不
二
人
克
一
、
悲
夫
、

⑤　

一　

蝦
夷
地
開
墾
之
事
人
民
百
人
も
党
し
遣
し�

15
丁

　
　
　
　

候
得

者
地
面
八
里
四
方
も
御
渡
し
に
可
相
成
之
由

　
　
　
　

至
而
大
略
に
て
何
れ
の
山
ゟ
何
れ
の
川
迄
抔
と

　
　
　
　

大
凡
の
積
ヲ
以
御
差
図

ニ
相
成
候
由
也
南
蝦
夷
地

　
　
　
　

ニ
而

箱
館
の
裏

ニ
当
り
て
ヌ
ー
ヤ
と
か
言
ふ
所
至

而

　
　
　
　

宜
敷
地
な
り
と
聞
け
り 

予
是
事
を
聞
蝦
夷
地
図
を
出
し

見
る
に
箱
館
の
裏

ニ

ヌ
ー
ヤ
と
い
ふ

　
　
　
　
所
ハ
見
へ
す
候
得
共
海
湾
の
様
子

如
何
に
も
可
然
所
な
ら
ん
と
思
は
る
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二
二

⑥　

一　

咋
冬
松
前
侯
奥
州
白
川
郡

ニ
而

壱
万
石
出
羽
村
山
郡

　
　
　
　

に
て
弐
万
石
御
拝
領
松
前
之
御
城
地
ハ
其
儘
被
下

ニ
相
成

　
　
　
　

候
由 

昇
滝
子
説

ニ
者

其
臣
蠣
崎
某
昨
年
中
書
面
ヲ
以

松
前
城
地
ハ
御
引
上
ケ
御
用
捨
之
段
強

而

願
上
之
候

ニ

付
御
聞
届

　
　
　
　

ニ
者

相
成
表
向

者

御
加
増
な
れ
共
内
実

者

甚
御
難
渋

ニ

可
有
之

全
御
科
代
な
る
べ
し
な
か
ら
く
噂
あ
り

⑦　

一　

昨
卯
年
十
二
月
出
長
崎
ゟ
之
書
状
中
当
時
ハ
先
年
と
違
ひ

　
　
　
　

蘭
人
も
市
中
勝
手
次
第

ニ
徘
徊
致
候
様
相
成
且
当
所
稲

　
　
　
　

佐
と
申
所

へ
ヱ
ケ
レ
ス
上
陸
の
館
出
来
致
し
其
外
細

　
　
　
　

事
変
革
の
事
許
多
有
之
候

⑧　

〇　

豆
州
下
田
港

ニ
海
中

へ
昨
年
ゟ
二
ヶ
所

へ
印
を
建
候
由
右

　
　
　
　

者
是
迄　

皇
国
之
回
船
此
辺

ニ
船
懸
り
せ
し
が
一
昨
年
メ
リ
ケ

　
　
　
　

船
来
り
て
此
辺

ニ
船
を
寄
す
る
は
甚
だ
危
き
事
な
り
彼
是

　
　
　
　

ニ
者

暗
礁
二
ヶ
所
あ
り
と
示
し
け
る
故
審

ニ
測
り
見
る
に
果
し

　
　
　
　

て
暗
礁
あ
り
け
れ
ハ
其
後
此
所

ニ
印
を
建
た
り
と
ぞ
江
戸

　
　
　
　

廻
し
の
瓦
積
船
右
印
を
見
来
り
て
の
噂
な
り

⑨　

〇　

三
州
鳳
来
寺
の
山
中

ニ
大
な
る
狒ヒ

 
ヽ々

住
め
り
と
昨
年
椎�

16
丁

　
　
　
　

茸
の
も
の
山
中

へ
入
り
し

ニ
向
の
岩
に
腰
を
か
け
股
の
虱
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二
三

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　

を
取
り
居
れ
り
毛
色
ハ
瓦
毛

ニ
而

頭
髪
肩
ま
で
垂
れ
て

　
　
　
　

禿
髪
の
如
く
腕
よ
り
臂
の
毛
長
き
事
五
六
寸
も
あ
る
べ
し
丈

　
　
　
　

ケ
ハ
並
の
人
類
ゟ
少
し
低
き
位
眼
ハ
光
り
て
見
ゆ
る
見
出
し
た
る

　
　
　
　

男
恐
怖
し
て
帰
宅
衆
人

ヘ
咄
し
け
る
が
昔
よ
り
年
古
り

　
　
　
　

た
る
大
猿
を
狒
々
と
い
ふ
事
ハ
聞
た
る
右
様
の
も
の
有
る
事

　
　
　
　

な
か
る
べ
し
と
て
信
せ
ざ
る
処
其
後
又
樵
夫
両
人
此
山
中

ニ
而

　
　
　
　

渓
を
隔
て
聢
と
見
た
り
と
て
咄
し
た
れ
ハ
先
の
男
の
物
語
も
実

　
　
　
　

説
な
り
と
て
滝
川
氏
予

ニ

語
れ
り

⑩　

〇　

太
田
魯
三
郎
地
震
前
見
之
説
近
頃
地
震
数

　
　
　
　

多
有
之
故
之
ヲ
諸
書

ニ
考

ニ
地
震

者
ヱ
レ
キ
テ
ル
ノ

　
　
　
　

気
地
下

ニ
充
満
シ
テ
鉄
気
空
中
地
上

ニ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
吸
引
ス

　
　
　
　

ル
故

ニ
振
フ
也
其
証
ハ
平
日
磁
石
ヲ
懸
ケ
是

ニ
鉄
釘
ヲ

　
　
　
　

吸
ハ
シ
メ
テ
垂
レ
置
ク

ニ
地
震
ナ
ラ
ン
ト
ス
ル
前
日

ニ
ハ
磁
石

　
　
　
　

鉄
ヲ
吸
コ
ト
不
克
鉄
釘
石
ヲ
離
レ
テ
下

ニ
墜
ツ
是
地
下
ノ
「
ヱ
レ

　
　
　
　

キ
テ
ル
」
鉄
ヲ
吸
引
ス
ル
也
以
是
試
ル

ニ
果
シ
テ
験
ア
リ
シ
テ
云
ヱ
リ

⑪　
　
　
　

伊
豆
七
島�

17
丁

⑪
－

１　

□　

大
島　

伊
豆

ニ
属
ス　

江
戸
ヨ
リ
海
上
四
十
六
里　

周
廻
十
二
里
東
西
二
里
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二
四

　
　
　
　
　
　

半
余
南
北
五
里 

〇
戸
六
百
卅
九 

〇
口
三
千
四
百
五
十 

〇
村
六
田

　
　
　
　
　
　

畝
百
廿
一
町
三
反
一
畝
八
分 

〇
物
産　

薪　

ホ
ウ
ノ
木 

鰹
節 

塩
漬
魚
類

　
　
　
　
　
　

鰺 

鰘 

鮑 

海
老 

鯛 

シ
マ
サ
ヨ
リ 

海
苔 

鶏
冠
草 

椿
ノ
油 

凝
海
藻

　
　
　
　

〇　

神
社 

三
原
山
大
明
神 

吉
岡
大
明
神 

神
達
大
明
神 

吉
谷
大
明
神 

二
ノ
明
神

　
　
　
　
　
　

秋
野
大
明
神 

老
姥
大
明
神 

以
上
新
島
村 

大
官
大
明
神 

塩
竈
大
明
神 

以
上
野
増
村

　
　
　
　
　
　

大
六
天
神 
蔵
王
大
権
現 

波
志
加
麻
大
明
神 

以
上
泉
津
村 

八
幡
宮 

為
朝
ノ
勧
請
ス
ル

所
ト
云
フ
岡
田
村

　
　
　
　
　
　

春
日
大
明
神 
差
木
地
村

　
　
　
　
　
　

竜
神
社 

波
浮
姫
大
明
神 

以
上
波
浮
湊

　
　
　
　

〇　

仏
閣 

医
王
山
金
光
寺 
曹
洞
伊
豆
網
代
修
禅
寺
末
岡
田
村 

延
命
山
潮
音
寺
浄
土
宗

　
　
　
　
　
　

下
田
村 

海
禅
寺
末 

新
島
村 
栄
昌
山
海
中
寺 

日
蓮
宗
下
田
本
覚
寺
末

 
 

薬
師
堂 

以
上
新
島
村

　
　
　
　

〇　

山
川 

三
原
山 

風
拝
山 

荒
島
山 
神
達
山 

地
岡
山 

櫛
ヶ
峰 

天
神
原 

以
上
新
島
村

　
　
　
　
　
　

北
野
原　

千
賀
崎 

以
上
差
木
地
村 

新
築
出
浜 

蛇
山 

押
出
岩 

以
上
野
増
村 

行
者
窟

　
　
　
　
　
　

泉
川 

御
朱
印
川 

以
上
岡
田
村

⑪

－

２　

□　

利
島
、
新
島

ニ
属
ス 

江
戸
ヨ
リ
海
上
四
十
八
里 
周
廻
二
里
余
東
西
廿
六
町

　
　
　
　
　
　

南
北
十
八
町
余 

〇
戸
六
十
四 

〇
口
二
百
八
十
八 

〇
田
畝
七
十
五
反
四
畝
廿
四
分 

〇

　
　
　
　
　
　

物
産 

鰹
節 

椿
油 

海
苔 

石
花
菜 

羊
栖
菜 

黄
絹 
黄
木
綿

　
　
　
　

〇　

神
社 

正
一
位
預
大
明
神 

正
一
位
三
島
大
島
大
明
神 

下
上
大
明
神
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二
五

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　
　
　

若
宮
八
幡
宮

　
　
　
　

〇　

仏
閣　

妙
昌
山
長
久
寺 

日
蓮
宗
下
田
本
覚
寺
末 

観
音
堂 

薬
師
堂 

此
島
ハ
平
衍

ニ

シ
テ
記
ス
ヘ
キ

　
　
　
　
　
　
山
川
ナ
シ
島
中

蚊
□
出
セ
ス

⑪

－

３　

□　

新
島 

伊
豆

ニ

属
ス　

江
戸
ヨ
リ
海
上
五
十
一
里
余 

周
廻
七
里
東
西
卅
町
南
北�

18
丁

　
　
　
　
　
　

三
里
余 
〇
戸
三
百
八
十
三 

〇
口
二
千
二
百
廿
八 

〇
■
人
九
十
八 

〇
村
二

　
　
　
　
　
　

〇
田
畝
四
十
九
町
三
反
七
畝
六
分 

〇
物
産 

薪 

乾
魚
類 

挙
螺 

蚫
魚

　
　
　
　
　
　

サ
ン
マ 
竹
筴
魚 

イ
タ
ラ
貝 

鰹
節 

椿
油 

椎
実　

椎
茸 

雞
冠
草 

海
苔

　
　
　
　
　
　

凝
海
藻

　
　
　
　
　
　

神
社　

正
一
位
十
三
社
大
明
神 

三
島
明
神
ヲ
正
殿
ト
シ
島
中
ノ
十
二
神
ナ
リ

　
　
　
　
　
　

□
□
大
三
大
明
神　

早
島
大
明
神　

富
蔵
根
大
明
神　

淡
井
姫
大
明
神

　
　
　
　
　
　

鵜
殿
根
大
明　

鈀
折
大
明
神　

泊
御
口
大
后
大
明
神 

以
上
本
村 

八
幡
宮　

稲
荷
社

　
　
　
　
　
　

山
神
社　

為
朝
大
明
神 

以
上
若
郷
村

　
　
　
　
　
　

仏
閣　

三
松
山
長
栄
寺 

日
蓮
宗
下
総
中
山
法
花
経
寺
末
塔
中
三
善
立
坊 

正
覚
坊 

常
円
坊

　
　
　
　
　
　

若
郷
山
妙
連
寺 

長
栄
寺
末
東
陽
坊
旧
式
根
島

ニ

ア
リ
シ
ヲ
寛
政
中

ニ

妙
蓮
寺

ヘ

ヒ
ク

　
　
　
　

●　

山
川　

宮
塚
山
、
新
島
峰
、
水
尻
泉 

島
分
山 

烏
帽
子
形
岩 

大
三
山 

丸
崎　

地
内
嶼

　
　
　
　
　
　

御
蔵
沢 

淡
井
浦 

舗
根
洞 

以
上
若
郷
村

⑪
－

４　

□　

神
津
島 

伊
豆

ニ

属
ス　

江
戸
ヨ
リ
海
上
五
十
六
里 

周
廻
五
里
東
西
一
里
十
町
余
南
北
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二
六

　
　
　
　
　
　

二
里
余 

〇
戸
二
百
七
十
二 

〇
口
千
六
百
卅
二 

〇
■
人
十
三 

〇
村
三 

〇
田
畝
二
十
一
町
七

　
　
　
　
　
　

反
七
畝
廿
一
分 

〇
物
産 

鰹
節 

乾
魚
類 

凝
海
藻 

椎
実 

椎
茸 

鶏
冠
草

　
　
　
　
　
　

黄
紬 

黄
絹 

黄
木
綿

　
　
　
　

●　

神
社　

正
一
位
津
島
大
明
神 

中
村 

阿
波
社　

日
向
大
明
神 

多
子
浜
村 

長
浜
大
明
神 

長
浜

村

　
　
　
　

●　

仏
閣　

延
命
山
濤
響
寺 

浄
土
下
田
海
禅
寺
末 

滝
川
観
音
堂 

以
上
中
村

　
　
　
　

●　

山
川　

天
城
山 

黒
島
山 

多
子
登
山 

以
上
中
村 

長
根
山　

秩
父
山　

滝
川

　
　
　
　
　
　

長
浜
川　

白
砂
川 
以
上
長
浜
村 

利
島
川　

多
子
川 

以
上
多
子
村

⑪

－

５　

□　

三
宅
島 

伊
豆

ニ

属
ス　

江
戸
ヨ
リ
海
上
六
十
里 

周
廻
八
里
余
南
北
四
里
余 

〇

　
　
　
　
　
　

戸
四
百
卅
八 

〇
口
二
千
三
百
十
三 

〇
■
人
百
廿
五 

〇
村
五 

〇
田
畝
百
十
七
丁�

19
丁

　
　
　
　
　
　

七
畝
七
分 

〇
物
産 

薪
竹 
鰹
節 

椎
実 

椎
茸 

木
茸 

凝
海
藻

　
　
　
　
　
　

鶏
冠
花 

黄
絹 

黄
太
織 

黄
木
綿 
生
絹

　
　
　
　

●　

神
社　

富
賀
大
明
神　

御
笏
大
明
神 
以
上
神
賀
村 

后
大
明
神 

伊
ヶ
谷
村 

八
幡
宮
ノ
姉
宮

　
　
　
　
　
　
以
上
伊
豆
村 

差
手
大
明
神　

保
取
明
神 

以
上
阿
古
村 

御
嶽
神
社　

長
根
八
幡
宮

　
　
　
　
　
　

為
朝
大
明
神 

城
山
為
朝
ノ
旧
跡

坪
田
村

　
　
　
　

●　

仏
閣　

高
根
山
大
林
寺 

下
田
海
禅
寺
末 

栄
昌
山
妙
楽
寺 
大
林
寺
末 

以
上
神
賀
村

　
　
　
　
　
　

普
西
庵 

同
寺
末　

伊
豆
村 

坪
田
山
海
蔵
寺 

同
寺
末 

善
陽
寺 
新
島
長
栄
寺
末 

以
上
坪
田
村

　
　
　
　
　
　

円
徳
寺 

同
寺
末　

阿
古
村
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二
七

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　

●　

山
川　

大
霳
山 

八
重
洞 

棣
棠
沢 

島
中
平
衍

ニ

シ
テ
山
川
少
シ
牛
馬
ヲ
産
ス
ル

殊
ニ

多
シ
蚊
ノ
類
一
切
ナ
シ
蜥
蜴
多
シ

⑪

－

６　

□　

御
倉
島 

一
御
蔵

ニ

作
ル　

三
宅
島

ニ

属
ス　

江
戸
ヨ
リ
海
上
六
十
六
里

　
　
　
　
　
　

周
廻
四
里
東
西
一
里
余
南
北
一
里
八
町 

〇
戸
二
十
八 

〇
口
二
百
卅
六

　
　
　
　
　
　

〇
田
畝
五
町
一
反
六
畝
十
三
分 

〇
物
産 

黄
楊
木 

柯
樹
子 

椎
実

　
　
　
　
　
　

椎
茸 
薪 

木
茸 

乾
菜

　
　
　
　

●　

神
社　

正
一
位
富
岡
東
国
大
明
神　

鎰
取
大
明
神　

兵
部
神
社

　
　
　
　
　
　

壬
生
神
社　

御
笏
大
明
神　

今
神
子
社　

兄
目
社　

山
王　

若
御
子
大
明
神

　
　
　
　
　
　

剣
神
社　

島
分
神
社　

若
宮
八
幡
宮　

二
宮　

岐
宮　

諏
訪
明
神　

御
嶽
社

　
　
　
　
　
　

神
取
明
神　

子
安
明
神　

稲
宮　

御
最
前
神　

渡
明
神　

福
徳
明
神　

山
神
社

　
　
　
　
　
　

氏
茂
大
明
神　

布
袋
神
社　

入
道
神
社

　
　
　
　

●　

仏
閣　

万
蔵
寺 

浄
土　

三
宅
大
林
寺
末 

薬
師
如
来

　
　
　
　

●　

山
川　

一
森 

二
森 

三
森 

大
川
山 
大
抵
山 

島
分
山 

川
口
山

　
　
　
　
　
　

丹
泥
山 

素
良
川
滝 

白
滝 

平
清
水
滝 
此
島
牛
馬
ナ
ク

鼠
蛇

甚
多
シ

⑪

－

７　

□　

八
丈
島 

伊
豆

ニ

属
ス　

江
戸
ヨ
リ
海
上
百
廿
里
余 

周
廻
十
五
里
余
東
西�

20
丁

　
　
　
　
　
　

三
里
余
南
北
七
里
十
町 

〇
戸
九
百
六
十
八 

〇
口
八
千
六
百
五
十
八 

〇

　
　
　
　
　
　

村
五 

〇
■
人
男
二
百
五
十
九 

女
廿
三 

〇
田
畝
三
百
六
十
一
町
五
反
五
畝
十

　
　
　
　
　
　

六
分
半 

〇
物
産 

八
丈
織 

黄
紬 

黄
絹 

八
緞
太
織 

黄
木
綿 

生
絹

　
　
　
　
　
　

木
茸 

黒
菜 

羊
栖
菜 

鹿
角
菜 

乾
柔
魚 

乾
石
決
明 

乾
鯛

（
マ
マ
）
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二
八

　
　
　
　

●　

神
社　

正
一
位 

宝
大
明
神

優
婆
大
明
神  

太
神
宮　

天
満
宮　

三
島
明
神　

源
明
神　

八
幡
宮

　
　
　
　
　
　

石
賜
宮　

関
貫
明
神　

御
嶽
社　

御
艣
明
神　

渡
明
神 

以
上
三
根
村

　
　
　
　
　
　

太
神
宮　

八
幡
宮　

根
内
明
神　

石
賜
宮　

三
島
明
神　

諏
訪
明
神

　
　
　
　
　
　
以
上
末
吉
村 

太
神
宮　

淡
島
明
神　

八
郎
明
神　

石
賜
宮　

諏
訪
明
神

　
　
　
　
　
　

風
宮　

二三
カ

島
明
神 

以
上
中
ノ
郷
村 

波
宮　

 

伊
賀
明
神　

八
幡
宮

　
　
　
　
　
　

風
宮 

以
上
樫
立
村 

永
郷
神
社　

麻
已
明
神 

為
朝
ノ
妾　

以
上
大
賀
村

ヲ
祭
ル

　
　
　
　

〇　

仏
閣　

海
雲
山
長
楽
寺 

禅
宗
起
立
モ
詳
ナ
ラ
ス
正
平
二
十
一
年
八
月
和
州
広
瀬
一
楽
寺

地
蔵
院
観
快
ノ
弟
子
祐
賢
ナ
ル
者
ノ
端
書
ノ
文
書
ヲ
蔵
ス

　
　
　
　
　
　

香
炉
山
宗
福
寺 

浄
土
宗
下
田
海
禅
寺
末　

以
上
皆
三
根
村　

二
ヶ
寺
共

ニ

肉
食
妻
対
ナ
リ

　
　
　
　

〇　

山
川 

横
尾
峰 

大
久
保
山 
河
立
山 

三
原
山 

富
士
山 

泉
山 

外
竜
原

　
　
　
　
　
　

六
日
原 

横
磨
原 

千
代
川 
大
黒
川 

河
舟
川 

二
水 

以
上
大
賀
村 

加
茂
郷

　
　
　
　
　
　

南
沢 

以
上
三
根
村 

瀬
戸
川 

社
川 
鳩
井
川 

以
上
末
吉
村 

安
川

　
　
　
　
　
　

樺
川 

堤
沢 

以
上
中
ノ
郷
村 

三
原
池 

積
田
川 
樋
川 

椎
津
川 

砥
折
川

　
　
　
　
　
　

砥（
マ
マ
）折

川 

手
名
川 

三
原
白
竜 

以
上
樫
立
村

⑪

－

８　

□　

小
島 

八
丈
島

ニ

属
ス　

周
廻
二
里
東
西
十
六
町
南
北
九
町
余 
〇
戸
五
十
六 

〇

　
　
　
　
　
　

口
五
百
七
十
六 

〇
田
畝
高
未
定 

〇
物
産 

黄
紬 

黄
絹 
黄
木
綿 

鰹
節 

乾
魚
類 

竹

　
　
　
　
　
　

細
工
籠 

興
糸
莚
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二
九

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　

〇　

神
社　

正
一
位
為
朝
大
明
神 

八
丈
青
島
及
当
島
ノ
総
鎮
守
ト
ス 

富
貴
大
明
神

　
　
　
　

〇　

鋳
物
師
大
明
神�

21
丁

　
　
　
　

〇　

仏
閣　
青
島
清
受
寺
ノ
出
張
有
ノ
ミ

　
　
　
　

〇　

山
川　
記
ス
ヘ
キ
者
ナ
シ
近
時
小
島
中

ニ

村
名
ア
リ
宇
津
木
村
島
打
村

　
　
　
　
　
　
ト
云
フ
然
レ
ト
モ
私
称
ナ
レ
ハ
記
セ
ス

⑪

－

９　

□　

青
島 
八
丈
島

ニ

属
ス　

昔
ノ
鬼
ヶ
島
是
也　

周
廻
三
里
東
西
廿
町

　
　
　
　
　
　

南
北
十
二
町
余 
〇
戸
卅
八 

〇
口
百
八
十
八 

〇
田
畝
高
未
定 

〇
物
産 

黄
紬

　
　
　
　
　
　

黄
木
綿　

鰹
節　

乾
物
類

　
　
　
　

〇　

神
社　

太
神
宮　

馗
鬼
大
明
神　

大
川
戸
大
明
神　

小
池
大
明
神

　
　
　
　
　
　

赤
羽
大
明
神　

風
宮
祠

　
　
　
　

〇　

仏
閣　

海
音
山
清
受
寺 

浄
土
宗
八
丈
宗
福
寺
末 

弁
財
天
祠

　
　
　
　

〇　

山
川　

陰
陽
岩　

小
池
川

　
　
　
　
　
　

右
諸
書
参
考
シ
大
概
ヲ
挙
ノ
ミ
然
ル

ニ
諸
書
尽
ク
異
同
多
シ
其
両
可

ニ
シ
テ

　
　
　
　
　
　

知
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
者
ハ
大
抵
南
島
雑
志

ニ
従
フ
者
ハ
其
書
近
年

ニ
成
ヲ

　
　
　
　
　
　

以
テ
ノ
故
也
享
保
己
酉
ノ
歳

ニ
八
丈
島
ノ
戸
数
六
百
廿
九
口
数

　
　
　
　
　
　

五
千
七
百
七
十
文
政
己
丑

ニ
至
テ
百
一
年

ニ
シ
テ
戸
ノ
益
ス
コ
ト
三
百
卅

　
　
　
　
　
　

九
口
ノ
益
コ
ト
二
千
八
百
八
十
是

ニ
由
テ
之
ヲ
観
レ
ハ
八
丈
島
ノ
如
ハ

　
　
　
　
　
　

誠
ニ

弾
丸
黒
痣
之
地

ニ
シ
テ
ス
ラ
戸
口
ノ
繁
茂
ス
ル
コ
ト
此
ノ
如
シ
況
ン
ヤ
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三
〇

　
　
　
　
　
　

内
地
ノ
広
大
ナ
ル

ニ
於
テ
ヲ
ヤ
天
地
造
化
生
々
シ
テ
息
マ
ズ
人
其
間

ニ
在
テ

　
　
　
　
　
　

耕
テ
食
ヒ
織
テ
衣
ル
事
ヲ
思
ヒ
遊
惰
愉
活
ノ
道

ニ
非
ル
コ
ト
ヲ
知
バ
何

　
　
　
　
　
　

ノ
地

ニ
テ
生
営
ノ
事
無
ハ
ナ
シ
七
島
ノ
居
民
自
ラ
粗
食
弊
衣
ヲ
常

　
　
　
　
　
　

ト
シ
男
女
共

ニ
少
シ
モ
隹
物
ハ
家

ニ
儲
フ
コ
ト
ナ
ク
内
地

へ
運
漕
シ
テ
世

　
　
　
　
　
　

業
ト
ス
其
艱
苦
ノ
程
想
像
ス
ベ
シ
而
シ
テ
都
邑
沃
土
ノ
人
二
百
年
来

　
　
　
　
　
　

太
平
ノ
恩
徳

ニ
浴
ス
ル
ヲ
省
ス
シ
テ
反
テ
驕
奢
供
欲
ヲ
事
ト
シ
是
等
ノ

　
　
　
　
　
　

事
ヲ
知
者
ナ
シ
噫
人
ト
シ
テ
誰
カ
飽
煖
安
富
ヲ
欲
セ
サ
ラ
ン
不
幸

ニ
シ
テ

　
　
　
　
　
　

若
シ
幽
裔
僻
地

ニ
産
シ
修
身
役
々
ト
シ
テ
他
顧
ス
ル

ニ
遑
ア
ラ
ズ
シ

　
　
　
　
　
　

糟
糠

ニ
も
厭
ザ
ル

ニ
憐
愍
ス
ベ
キ
ノ
甚
キ
者
ナ
リ
全
此
図
ヲ
製
シ
七
島
ノ�

22
丁

　
　
　
　
　
　

形
勢
幅
員
ヲ
言
ノ
ミ

ニ
非
ス
世
ノ
膏
梁
ノ
子
弟
ヲ
醒
警
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス

　
　
　
　
　
　

故
併

ニ
記
ス

⑫　

〇　

浦
御
触
書
之
写

　
　

一　

伊
達
遠
江
守
製
造
異
国
形
之
真
風
伝
馬
船
檣
二
本
遣
り
出
し

　
　
　
　

共
黒
横
筋
段
々
之
帆
印
舳
之
方

ニ
白
地
日
之
丸
之
小

　
　
　
　

幟
并

艫
方

ニ
白
地
朱
九
曜
之
小
幟
立
伊
予
国
宇
和
島

　
　
　
　

ゟ
諸
国
通
船
致
し
候
条
其
旨
相
心
得
湊
掛
等
之
節

　
　
　
　

者
定
例
廻
船
之
通
り
取
計
ひ
別
紙
案
文
之
通
請
書

　
　
　
　

相
添
刻
附
を
以
早
々
相
廻
し
触
留
ゟ
最
寄
御
代
官
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三
一

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　

江
相
達
此
触
書
御
勘
定
所

へ
可
相
返
者
也

　
　
　
　
　
　

辰
二
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
無
御
座

　
　
　
　
　
　
　
　

因
幡　
　
　
　

筑
後
御
印　
　

左
衛
門
御
印　

加
賀
御
印

　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
御
印

　
　
　

武
蔵
品
川
ゟ
相
模
伊
豆
駿
河
遠
海
三
河
尾
張　

右
海
岸
村
々
庄
屋
組
頭

⑬　
　
　
　
　
　
　
　

同　

写

　
　

一　

松
平
出
羽
守
製
造
異
国
形
之
船
檣
弐
本
弐
段
帆
遣
り
出
し
共

　
　
　
　

白
地
紺
子
持
筋
之
帆
印
艫
之
方
に
日
の
丸
之
小
幟
立
出
雲

　
　
　
　

国
ゟ
江
戸
迄
通
船
致
し
候
条
其
旨
相
心
得
湊
掛
り
等
之
節

　
　
　
　

者
定
例
廻
船
之
通
り
取
計
別
紙
案
文
之
通
り
請
書
相
添

　
　
　
　

刻
付
ヲ
以
早
々
相
廻
し
触
留
ゟ
最
寄
御
代
官

へ
相
達
可

　
　
　
　

申
者
也

　
　
　
　
　
　
　

辰
二
月
十
七
日　

因
幡
御
印　

筑
後
御
印　

加
賀
御
印

　
　
　
　
　
　
　

河
内
御
印　

武
蔵
品
川
ゟ
―
―
―
―
― 

－

村
々
庄
屋
組
頭
前
文
之
通
り

⑭　

〇　

四
月
十
八
日
坂
倉
銀
之
介
長
崎
ゟ
着

ニ
而

咄
ニ

長
崎
稲
佐
と
申
処

へ  �

23
丁

　
　
　
　

昨
年
ゟ
英
吉
利
応
対
之
館
出
来

ニ
而

昨
冬

ニ
も
英
吉
利
船
来
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三
二

　
　
　
　

舶
可
致
之
処
両
三
年
前
ゟ
魯
西
亜
と
闘
争

ニ
及
ひ
昨
年
魯
西

　
　
　
　

亜
国
東
隅
セ
パ
ス
テ
カ
ル
と
申
処

へ
英
船
数
多
襲
来
候
処
魯
西
亜

　
　
　
　

之
海
港
厳
備

ニ
而

立
錐
の
地
も
無
之
大
砲
備
有
之
其
上
港
口

ニ
は
巨
大

　
　
　
　

の
鉄
鎖
ヲ
張
り
英
船
何
様
勇
進
す
れ
共
近
寄
事
不
能
不
得
止

　
　
　
　

裏
手

へ
廻
り
上
陸
し
て
戦
候
処
魯
西
軍
偽
敗
し
て
寒
地
険
阻

へ

　
　
　
　

誘
ひ
悉

ニ
英
軍
を
打
敗
り
英
軍
之
敗
亡

ニ
乗
し
て
大
勝
利
を

　
　
　
　

得
た
り
依
之
英
夷
ゟ
和
ヲ
談
候
処
一
切
聞
入
不
申
候

ニ
付
欧
羅
巴
洲

　
　
　
　

全
国
申
談
戦
争

ニ
可
及
旨
申
遣
候
処
魯
西
方

ニ
而

ハ
最
可
至

　
　
　
　

如
斯
時
ハ
全
国
不
残
打
取
る
べ
し
と
の
対
へ
な
り
と
そ
魯
西
亜

　
　
　
　

軍
ハ
何
十
万

ニ
而

も
敗
傷
等
有
之
時
ハ
即

ニ
前
条
人
数
丈
新
手
ヲ

　
　
　
　

入
レ
換
へ
闘
戦
し
て
更

ニ
困
阨
の
勢
ひ
無
之
由
〇
又
噂

ニ
者

和
蘭
ト

　
　
　
　

英
吉
と
戦
争
始
り
し
と
聞
け
り
致
案
事

ニ

前
文
の
如
く
英
夷
会
主

と
し
て
欧
羅
巴
ヲ
合
縱
す
る
時
ハ

　
　
　
　
和
蘭

者

魯
西
亜
と
近
親
之
国
な
れ
ハ
不
同
心
な
る
べ
し

懸
る
時
ハ
英
夷
怒

而

和
蘭
と
戦
争
ヲ
起
せ
し
な
る
べ
し

⑮　

一　

清
国

者
当
節
平
穏
な
る
よ
し
賊
将
朱
子
も
和
睦

ニ
な
り
し
よ
し
也

⑯　

一　

昨
年
長
崎
港

へ
南
亜
墨
利
加
船
来
り
沖

ニ
船
懸
り
し
パ
ッ
テ
イ
ラ

　
　
　
　

を
以
て
乗
込
大
波
戸

へ
上
陸
致
し
何
ヶ
書
面
ヲ
以
願
書
差
出
候
処
通
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三
三

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　

詞
一
切
不
相
分
其
書
ヲ
蘭
館
カ
ビ
タ
ン

へ
差
出
し
カ
ビ
タ
ン
蘭
字

ニ

訳

　
　
　
　

し
又
通
詞
和
解
し
て
御
奉
行
所

へ
差
上
候
へ
共
何
様
の
事
哉
其
事
柄

　
　
　
　

ハ
一
切
世
上

へ
洩
り
聞
へ
ず
候
由

右
パ
ッ
テ
ー
ラ
を
肥
筑
千
人
番
所
之
者
点
査
且

註
進
モ
無
之
長
崎
港

へ

為
乗
入
候

ニ

付
不
念

ニ

相
成

右
両
番
所
之
館
長
自
殺
致
候
由

⑰　

一　

当
節
長
崎
小
島
村
辺
田
圃

へ
諸
薬
制
煉
之
場
出
来
長
崎

へ
出
張

　
　
　
　

之
蘭
医
此
処

ニ
テ
製
煉
致
候
由　

⑱　
　
　
　
　
　

口
宮
遺
聞�

24
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謙
　

藤
井
静
有
定
著

　
　
　
　
　
　
　

阪
東

ハ
山
水
鬱
勃
之
地
、
其
俗
遺
俠
、
一
朝
忿
恚
以
自
忘
者
比
比
皆
是
、

　
　
　
　
　
　
　

惟
其
首
レ
事
処
レ
難
周
詳
悉
備
、
能
成
二
其
志
一
如
二
吾
宋
吾
一
者
未
二
之
見
一
也
、
宗

　
　
　
　
　
　
　

吾
下
総
河
津
村
人
、
或
云
其
先
出
二
於
平
将
門
一
、
或
云
昔
有
二　

皇
女
玉
媛
一
、

　
　
　
　
　
　
　

嬰
二
悪
疾
一
見
レ
放
、
其
臣
某
氏
、
看
護
之
レ
東
、
来
二
下
総
一
居
二
土
浮
村
一
、
無
レ
幾

　
　
　
其
恐
某
誤  

媛
没
、
其
乃
為
レ
民
以
終
、
宗
吾
即
其
裔
也
、
未
レ
知
二
熟
是
一
、
宗
吾
幼
而

　
　
　
　
　
　
　

有
レ
才
、
為
二
人
所
一レ
愛
、
及
レ
長
為
二
村
正
一
、
寛
永
末
、
佐
倉
侯
堀
田
氏 

加
賀
守

正
盛    

卒
、

　
　
　
　
　
　
　

世
子 

上
野
亮

正
信

 

襲
レ
封
、
政
道
漸
弛
、
租
役
無
レ
度
、
民
離
散
者
百
余
人
、
僧
院

　
　
　
　
　
　
　

十
一
為
レ
之
荒
蕪
、
河
津
亦
封
内
、
宗
吾
及
隣
里
諸
長
、
訴
二
之
佐
倉
一
、
弗

　
　
　
　
　
　
　
レ
報
、
正
保
元
年
十
一
月
闔
郷
会
議
、
将
レ
訴
二
於
江
戸
邸
一
、
宗
吾
謂
レ
衆

（
マ
マ
）
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三
四

　
　
　
　
　
　
　

曰
、
今
且
弗
レ
報
、
訴
二
之
都
邸
一
、
亦
必
無
レ
益
、
則
所
レ
頼
者
有
二　

大
府
聴

　
　
　
　
　
　
　

断
一
耳
、
子
等
以
為
二
何
如
一
、
衆
曰
事
苟
有
レ
成
乎
惟
与
レ
子
共
之
、
於
レ
是
即

　
　
　
　
　
　
　

夜
戒
装
、
或
取
二
路
市
川
一
、
或
由
二
行
徳
一
前
後
相
発
、
凡
五
十
七
人
、
二
日
達
二
江

　
　
　
　
　
　
　

戸
一
、
逆
旅
既
定
、
独
宗
吾
称
レ
疾
不
レ
至
、
衆
先
作
二
書
一
通
一
、
詣
二
堀
田
氏
之

　
　
　
　
　
　
　

邸
一
、
踵
レ
門
訴
レ
之
、
吏
以
下
不
レ
竢
二
命
佐
倉
一
、
径
犯
二
都
邸
一
、
事
失
中
次
序
上
、
却
而

　
　
　
　
　
　
　

不
レ
顧
、
衆
漠
然
、
無
取
向
以
為
宜
下
邀
二
宗
五
一
然
後
謀
上
レ
事
乃
使
三
六
郎

　
　
　
　
　
　
　
滝
沢

村
正 
重
右 
下
勝
田

村
正

 

往
促
二
宗
吾
一
、
二
人
遇
二
諸
船
橋
一
、
携
至
二
于
逆
旅
一
、

　
　
　
　
　
　
　

衆
告
以
レ
故
、
且
問
二
為
レ
之
如
何
一
、
宗
吾
曰
、
果
如
二
吾
言
一
、
請
訴
二　

大
府
一
、

　
　
　
　
　
　
　

顧
我
儕
小
人
劾
訴
非
レ
宜
、
罪
豈
可
レ
免
乎
、
使
二
衆
徒
死
一
無
レ
益
也
、
晋

　
　
　
　
　
　
　

六
郎
重
右
半
十 

小
野

村
正 
三
郎 
高
田

村
正 

忠
蔵 

千
葉

村
正 

等
五
人
使
二
其

　
　
　
　
　
　
　

同
盟
五
十
二
人
各
帰
レ
郷
就
一レ
耕
、
而
与
二
五
人
者
一
謀
、
瞰
三
閣
老
久
世
氏

　
　
　
　
　
　
　
大
和
守

広
之

 

之
朝
二　

大
城
一
、
就
レ
輿
奏
訴
亦
弗
レ
報
、
時
已
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　

大
猷
君
将
レ
拝
二
東
叡　

祖
廟
一
、
宗
吾
躍
然
起
曰
可
矣
、
遂
辞
二

　
　
　
　
　
　
　

六
郎
重
右
等
一
、
独
至
二
于
上
野
三
橋
一
、
就
二
東
橋
下
一
、
伏
二
水
中
一
而
待
焉
、
預�

25
丁

　
　
　
　
　
　
　

封
二
書
油
紙
一
、
置
二
于
懐
中
一
、
以
レ
席
自
掩
、
水
流
二
其
上
一
人
無
二
識
者
一
、
久
之

　
　
　
　
　
　
　

叱
喝
截
レ
道
、
儀
衛
整
斉
、
大
駕
方
抵
二
中
橋
一
、
宗
吾
乃
従
レ
中
起
、
衣
裳
淋

　
　
　
　
　
　
　

漓
匍
匐
以
前
、
左
右
異
レ
之
搏
而
倒
者
数
、
白
曰
直
訴
々
々
左
右
収

　
　
　
　
　
　
　
レ
書
致
レ
之　

駕
前
、
宗
吾
即
退
、
是
日
大
府
命
遣
二
参
政
井
上
氏
一

　
　
　
　
　
　
　
河
内
守

正
利

 

返
二
書
於
堀
田
氏
一
、
緘
識
如
レ
故
、
堀
田
氏
乃
乞
二
宗
吾
於
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三
五

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　
　
　
　

大
府
一
、
与
二
六
郎
等
五
人
一
、
檻
二
送
佐
倉
一
繫
二
之
獄
一
、
既
而
誅
二
宗
吾
於
江

　
　
　
　
　
　
　

原
台
一
、
逐
二
五
人
于
江
戸
及
佐
倉
方
十
里
之
外
一
、
初
宗
吾
聚

（
マ
マ
）二

某
女
一

　
　
　
　
　
　
　

曰
レ
参
、
同
レ
夫
処
レ
磔
、
有
二
子
四
人
一
、
曰
宗
平
、
曰
源
助
、
曰
喜
八
、
曰
三
之
助
、
皆

　
　
　
　
　
　
　

被
レ
斬
、
其
就
レ
刑
也
諸
吏
成
レ
列
、
宣
二
言
罪
状
一
、
威
儀
粛
然
、
宗
吾
与

　
　
　
　
　
　
　
レ
参
、
方
縛
二
磔
柱
一
、
宗
平
等
四
人
亦
縲
紲
登
レ
場
、
劊
手
将
レ
斬
レ
之
、
源

　
　
　
　
　
　
　

助
幼
不
レ
識
二
人
事
一
、
顧
曰
頸
左
有
レ
腫
、
不
レ
勝
二
其
痛
一
、
請
従
レ
右
刃

　
　
　
　
　
　
　

焉
、
参
聞
レ
之
毛
髪
怒
張
、
泣
下
数
行
、
乍
呼
二
宗
吾
一
曰
、
稚
児
何
罪
遭
二
此

　
　
　
　
　
　
　

刑
一
、
郎
君
死
勿
レ
忘
也
、
宗
吾
曰
、
児
安
足
レ
悋
、
惟
恨
苛
政
未
二
退
除
一
衆

　
　
　
　
　
　
　

迫
二
凍
餓
一
、
則
吾
何
能
二
於
地
下
一
言
畢
、
搶
手
一
喝
刺
レ
之
、
観
者
莫
レ
不
二

　
　
　
　
　
　
　

惻
心
一
、
宗
吾
時
年
四
十
三
、
妻
三
十
九
、
田
宅
皆
為
二
堀
田
氏
所
一レ
収
、
河

　
　
　
　
　
　
　

津
有
二
東
光
寺
一
、
宗
吾
先
塋
所
レ
在
、
往
持
某
請
二
宗
吾
等
屍
一
葬
二

　
　
　
　
　
　
　

之
其
側
一
、
宗
吾
又
有
レ
女
、
長
曰
雪
、
適
二
常
陸
時
村
人
治
郎
一
、
次
曰
初
、

　
　
　
　
　
　
　

水
野
村
民
藤
四
之
妻
罪
並
弗
逮
治
郎
為
請
二
堀
田
氏
一
、
得
二
宗
吾

　
　
　
　
　
　
　

故
所
有
山
二
処
一
、
附
二
東
光
寺
一
以
修
二
冥
福
一
、
時
正
保
二
年
二
月
也
、
既
而

　
　
　
　
　
　
　

堀
田
氏
大
令
三
封
内
租
税
隷
役
一
如
二
寛
永
法
一
、
而
沙
二
汰
贓
罪
吏
若

　
　
　
　
　
　
　

干
人
一
、
或
奪
二
其
職
一
或
貶
二
其
秩
一
又
召
下
初
訴
二
都
邸
一
者
百
五
十
二
人
上
、

　
　
　
　
　
　
　

慰
諭
懇
切
、
使
二
其
各
安
堵
一
、
先
レ
是
夫
人
有
レ
娠
、
寝
輒
夢
二
怪
異
一
、

　
　
　
　
　
　
　

遂
病
以
卒
、
侯
亦
与
二
酒
井
氏
一 

石
見
守
忠
予
一

作
稲
葉
石
見
守 

争
二
事
於　

大

　
　
　
　
　
　
　

廷
一
、
乗
レ
忿
傷
レ
之
、
二
氏
邑
除
、
世
以
為
二
宗
吾
作
一レ
祟
也
、
後
慶
安
四
年�

26
丁

350



三
六

　
　
　
　
　
　
　

大
猷
公
薨
、
大
二
赦
二
氏
一
亦
得
二
復
本
地
一
、
於
レ
是
、
堀
田
氏
詞

（
マ
マ
）二

宗
吾
於

　
　
　
　
　
　
　

東
山
一
、
配
以
二
平
将
門
一
、
称
曰
二
口
宮
大
明
神
一
云
、

　
　
　
　
　
　
　

謙

子
曰
、
苛
政
之
虐
レ
民
、
豈
唯
猛
虎
云
哉
、
宗
吾
憤
然
有
二
博

（
マ
マ
）レ

　
　
　
　
　
　
　

虎
之
力
一
、
終
能
使
数
万
生
霊
、
免
于
溝
壑
于
今
日
之
久
、
乃

　
　
　
　
　
　
　

取
レ
禍
一
時
而
食
祀
百
載
、
其
亦
偉
矣
、
仲
尼
不
レ
云
乎
、
殺
レ
身
以

　
　
　
　
　
　
　

成
レ
仁
、
如
二
宗
吾
一
者
、
庶
幾
肖
レ
之
、
鳴

（
マ
マ
）

乎
天
下
之
立
レ
朝
従
レ
政
者
、
見
二

　
　
　
　
　
　
　

堀
田
氏
之
風
一
、
亦
可
二
以
少
愧
一
焉
、
頃
聞
人
該
宗
吾
事
荒
誕
不
経

　
　
　
　
　
　
　

無
レ
足
二
以
徴
一
、
惜
其
久
而
漂
没
不
白
也
次
第
遺
問
如
レ
此
、

⑲　
　
　
　
　

田
原
藩
医
伊
藤
譲

頓
首
再
拝
謹
上
二
言
於

　
　
　
　

箱
館
鎮
台
執
事
一

　
　
　
　

夫
赫
々
廟
堂
々
之
儀
、
如
小
藩
微
臣

、
固
非
下
可
二
越
尊
俎
一
者
上
、
雖

　
　
　
　
レ
然
丁
下　

国
家
求
二
衆
言
一
之
時
上
、
知
而
不
レ
言
不
忠
也
、
言
而

　
　
　
　

不
レ
当
亦
不
忠
也
、
且
古
人
有
レ
言
曰
、
野
言
陋
語
聖
賢
選
レ
之
、
又

　
　
　
　

曰
、
智
者
千
慮
有
二
一
失
一
、
愚
者
千
慮
有
二
一
得
一
、
是
以
如
レ
譲
也
亦
自

　
　
　
　

忘
固
陋
和
盤
托
書
不
三
敢
包
二
拙
慮
一
、
献
二
―
鄙
策
一
篇
一
以
犯
二
厳
威
一
、

　
　
　
　

然
不
学
無
術
、
定
知
レ
不
レ
免
二
不
当
之
罪
一
、
幸
不
下
以
二
狂
言
一
斥
上
、
而
万
一

　
　
　
　

垂
二
鴻
慈
一
采
二
芻
蕘
一
獲
有
蒙

　
　
　
　

鎮
台
一
覧
伝
瀆
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三
七

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

　
　
　
　

槐
棘
之
電
矚
則
雖
レ
死
亦
不
レ
朽
已
矣

　
　
　

伏
惟
近
歳

　
　
　

朝
廷
務
二
鼎
革
一
而
除
二
旧
制
一
敷
二
新
令
一
、
政
化
逮
二
四
夷
一
臻
二
遐
陬
一
、
於
レ
是
建
二�

27
丁

　
　
　

蝦
夷
墾
闢
之
策
一　

執
事
当
二
其
選
一
任
二
其
官
一
、
実
裁
成
輔
相
之
職

　
　
　

也
、
仄
聞
、　

執
事
之
治
二
蝦
夷
一
、
先
レ
之
以
二
教
化
一
、
勧
レ
之
以
二
職
業
一
、
且
募
二
四
方

　
　
　

技
能
之
士
一
欲
レ
使
三
之
繁
二
栄
其
土
一
、
於
レ
此
蝦
民
欣
戴
服
従
何
仁
如
レ
之

　
　
　

歟
、
窃
思
、
自
今
而
後
、
五
穀
可
熟
、
人
民
可
息
也
、
必
矣
、
嘗
聞
彼
蝦

　
　
　

夷
之
地
、
自
二
開
闢
一
爾
来
至
レ
今
五
穀
不
レ
種
、
桑
麻
不
レ
植
、
其
民
但
以
二

　
　
　

漁
猟
一
為
業
、
易
之
於

　
　
　

皇
国
之
米
以
得
有
其
食
矣
、
夫
民
之
為
レ
道
也
、
衣
食
住
三
者
、

　
　
　

実
貴
二
於
金
銀
珠
玉
一
、
金
銀
珠
玉
雖
二
或
欠
一レ
之
亦
可
也
、
此
三
者
生

　
　
　

民
之
不
レ
可
二
一
日
欠
一
者
也
、
今
夫
蝦
人
地
則
其
所
固
有
而
住

　
　
　

焉
、
穀
則
従
レ
今
而
可
二
得
以
食
一
也
、
蓋
其
所
レ
闕
者
独
機
織
之
業

　
　
　

耳
、
雖
レ
有
二
土
産
一
而
不
レ
過
下
如
二
藤ア

ツ
布シ
一
者
上
、
則
未
レ
可
レ
謂
レ
知
二
機
織
之

　
　
　

道
一
已
矣
、
仮
令
方
今
蝦
民
一
家
之
人
、
有
二
父
母
夫
妻
一
則
父
者
服
二

　
　
　

皇
国
之
絹
一
、
母
者
蒙
二
山
丹
之
布
夫
一
者
、
衣
二
魯
夷
之
葛
一
、
妻
者
着
二

　
　
　

土
産
之
藤
布
一
、
其
衣
被
皆
以
二
漁
猟
一
業
一
所
二
貿
易
一
也
、
以
二
其
所
一レ
有

　
　
　

易
二
其
所
一レ
無
者
、
固
非
二
為
不
可
一
也
、
雖
レ
然
遠
取
二
之
於
他
邦
一
則
有
時

　
　
　

乎
不
免
物
価
騰
躍
而
人
民
受
凍
患
爾
矣
、
是
以
機
織
之
道
不
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三
八

　
　
　
レ
可
レ
不
レ
為
二
急
務
一
也
、
蓋
以
二
天
度
一
論
レ
之
其
土
五
十
度
内
外
之
地
也
、
欧
羅

　
　
　

巴
州
亦
五
十
度
以
外
之
地
、
其
度
数
略
相
似
也
、
然
則
如
二
綿
羊
類
一
固

　
　
　

可
レ
育
也
、
庶
幾

　
　
　

朝
廷
買
二
綿
羊
四
五
千
匹
於
外
夷
一
而
使
二
牧
夫
畜
一レ
之
、
其
地
当
二

　
　
　

夏
日
希
革
之
時
一
、
取
二
其

毛
一
以
織
二

一
而
為
二
蝦
民
之
服
一
、
有

　
　
　
レ
余
者
則
使
二
貿
易
於

　
　
　

皇
国
一
而
禁
二
外
夷
毛
織
之
齎
来
一
則
不
二
啻
蝦
夷
之
益
一
、
抑

　
　
　

皇
国
亦
其
益
豈
為
レ
尠
哉
、
且
其
民
人
倣
二
漢
土
諸
戎
之
俗
一
而
食
二�

28
丁
オ

　
　
　

其
肉
一
則
亦
足
二
以
可
一レ
充
二
貧
者
之
枵
腹
一
矣
、
又
使
下
植
二
桑
麻
一
而
教
二
養
蚕
一

　
　
　

習
二
績
緝
一
以
得
中
レ
成
布
帛
上
則
其
人
民
可
三
長
免
二
凍
患
一
也
、
雖
二
魯
夷
満

　
　
　

洲
之
北
地
一
亦
皆
有
二
畜
羊
養
蚕
一
、
況
其
中
央
蝦
地
、
豈
有
二
不
レ
成
之

　
　
　

理
一
乎
、
如
二
麻
枲
一
則
最
宜
二
於
北
方
寒
土
一
、
故
出
羽
米
沢
所
レ
産
特
為
二

　
　
　

海
内
殊
品
一
、
其
理
可
二
以
見
一
爾
、
譲

雖
浅
陋
取
所
説
則
蝦
夷
人

　
　
　

民
衣
食
住
頼
レ
此
而
足
乎
、
伏
庶
幾
、

　
　
　

朝
廷
垂
二
鴻
慈
一
不
レ
棄
二
芻
蕘
一
、
采
二
択
菅
蒯
一
、
以
有
興
仁
民
利
邦

　
　
　

之
永
図
、
頓
首
再
拝
頓
首
再
拝
謹
上
言
、

　
　
　

于
時
安
政
三
年
歳
在
丙
辰
二
月
中
旬
日
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三
九

村
上
範
致
「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
　
三
」　
翻
刻
⑴

【
注
】

1	　

村
上
範
致
（
一
八
〇
八
―
一
八
七
二
）
幼
名
を
喜
之
助
と
い
い
、
通
称
は
定
平
、
諱
は
初
め
貞
輻
、
の
ち
に
範
致
。
清
谷
と
号
す
る
。
の
ち
に
家
名
の
財
右
衛
門

を
襲
名
す
る
。
田
原
藩
の
軍
備
を
西
洋
砲
術
へ
改
革
す
る
。
下
級
藩
士
か
ら
、
家
老
ま
で
出
世
し
た
。［『
田
原
町
史　

中
巻
』（
田
原
町
文
化
財
調
査
会
編
、
田
原

町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
五
年
）
一
〇
七
九―

一
〇
八
六
頁
］

	

　

範
致
が
記
し
た
記
録
に「
安
政
乙
卯
聞
見
雑
録
二
」「
安
政
丙
辰
聞
見
雑
記
三
」「
安
政
四
丁
巳
聞
見
雑
記
四
」「
安
政
五
戊
午
聞
見
雑
記
五
」「
安
政
六
己
未
聞
見

雑
記
六
」「
万
延
元
庚
申
聞
見
雑
録
七
」「
文
久
元
辛
酉
聞
見
雑
録
八
」「
慶
応
四
丁
卯
冬
聞
見
録
」
が
田
原
市
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
村
上
範
致
古
記
録
研

究
会
で
は
以
上
の
古
記
録
を
総
称
し
て
「
村
上
範
致
聞
見
雑
記
」
と
い
い
、
翻
刻
を
進
め
て
い
る
。

2	　

鵜
飼
尚
代
・
佐
久
間
永
子
「
村
上
範
致
著
述
古
記
録
に
関
す
る
基
礎
研
究
」（『
名
古
屋
外
国
語
大
学
論
集　

２
号
』
名
古
屋
外
国
語
大
学
、
二
〇
一
八
年
）
三
〇

九
頁
に
お
い
て
、
八
十
丁
と
し
た
が
、
こ
こ
で
訂
正
す
る
。

3	　
『
田
原
町
史　

中
巻
』
一
〇
八
四
頁

4	　
『
田
原
町
史　

中
巻
』
七
一
九
頁

5	　

沈
国
威
「『
遐
邇
貫
珍
』
解
題
」（『
遐
邇
貫
珍
の
研
究
』
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
24
、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
四
年
）
九
一
頁

6	　

松
浦
章
「『
遐
邇
貫
珍
』
の
描
く
近
代
東
ア
ジ
ア
世
界
」、（『
遐
邇
貫
珍
の
研
究
』）
一
五
頁

7	　
『
日
本
史
広
辞
典
』、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
三
九
四
頁

8	　

安
井
息
軒
（
一
七
九
九
―
一
八
七
六
）
飫
肥
藩
安
井
朝
完
の
次
子
。
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
。
天
保
十
年
江
戸
に
三
計
塾
を
開
く
。
弘
化
四
年
米
国
艦
の
浦
賀

到
来
に
際
し
て
藩
に
海
防
意
見
書
を
進
言
す
る
。
文
久
二
年
幕
府
よ
り
召
が
あ
り
御
儒
者
を
命
じ
ら
れ
る
。
明
治
二
年
新
政
府
の
出
仕
勧
誘
を
辞
し
彦
根
藩
主
へ

『
貞
観
政
要
』
講
義
、
飫
肥
藩
世
子
お
よ
び
門
弟
教
育
に
力
を
注
い
だ
。［『
日
本
近
世
人
名
辞
典
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
、
一
〇
五
九―

一
〇
六
〇
頁
］

9	　

佐
倉
惣
五
郎
生
没
年
不
詳　

近
世
の
義
民
の
代
表
と
さ
れ
る
人
物
。
し
か
し
確
実
な
史
実
は
不
明
で
あ
る
。
名
は
宗
吾
・
惣
五
な
ど
と
さ
れ
る
が
、
当
時
の
名
寄

帳
に
惣
五
郎
と
あ
る
。［『
日
本
近
世
人
名
辞
典
』、
四
一
七
頁
］

10	　

河
村
望
（
二
〇
〇
五
）
は
、「
佐
倉
惣
五
郎
物
語
は
、
日
米
修
好
通
商
条
約
の
締
結
の
当
時
、
今
言
え
ば
首
相
兼
外
相
で
あ
っ
た
堀
田
正
睦
の
業
績
を
称
え
る
た

め
の
も
の
だ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
［『
夜
明
け
―
―
ジ
ョ
ン
万
次
郎
と
佐
倉
惣
五
郎
』、［
有
］
人
間
の
科
学
新
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
九
頁
］

11	　
『
田
原
町
史　

中
巻
』
一
二
九
二
頁
に
、「
安
政
三
年
、
田
原
藩
士
坂
倉
銀
之
助
長
崎
に
て
オ
ラ
ン
ダ
人
に
師
事
せ
る
西
洋
流
銃
陣
を
藩
内
に
伝
講
を
始
め
る
」
と

あ
る
。
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四
〇

12	　

村
上
範
致
古
記
録
研
究
会
に
お
い
て
二
〇
一
八
年
三
月
か
ら
二
〇
一
八
年
五
月
に
輪
読
し
検
討
を
加
え
た
成
果
で
あ
る
。
研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
、左
記
の
と
お
り

で
あ
る
。

	

　

秋
元
悦
子
、
砂
川
亨
、
鵜
飼
尚
代
、
黒
川
秀
雄
、
佐
久
間
永
子
、
塚
原
美
根
子
、
仁
田
紀
生
、
早
川
秋
子
、
林
由
紀
子
、
原
千
里
、
福
田
花
子
、
堀
尾
裕
真
、
吉

川
将
。

	

　

担
当
者
は
、
鵜
飼
尚
代
、
黒
川
秀
雄
、
佐
久
間
永
子
、
塚
原
美
根
子
、
仁
田
紀
生
、
林
由
紀
子
、
福
田
花
子
（
敬
称
略
五
十
音
順
）。

13	　

鵜
飼
・
佐
久
間
「
前
掲
論
文
」
三
〇
六
頁
を
参
照
。
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